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理
之
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事
件
裁
^
.の

結

果
1
>
1
1
£1
3
.
€
0
1
及
び
.Jo

u
b
e
r
t

は
追
放
の
刑
を
受
け
、
伊
太
利
の
ナ
ポ
リk
亡
命
す
る 

事
I

つ
た
。
續
f

ポ
リ
.は

革

命

震
f

在

つ
^

I

I

革
命
i

庇

護

で

辛<

も

生

命

を

全

ぅ

す

る

事

が

出

來

か

。

革

ル

叩

ば

失

敗

比

歸

じ

で

歡

无

利

軍

隊

办

干

渉

は

F
o

y

將

軍

の

光
 

輝
'

あ
.

を

豫

言^

裏

切
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^
'
し

豸

り

ち

 

.

ボ
；V

I

へ
て
|

£

還
し
た
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S

'り
i

f
逐

兮

黨

の

奧

義

塞

皆

會

得

し
S

S

輝

の

建

I

蘭

西

曼

行

せ

含

の

計

畫

を 

?

J

:̂
遣

,

,
言

。F
i
o
t
a
r
d

は

b

u

t
ょ
々
委
細
を
聽
取
し
てO

S
妾

』

の
秘
密
理
事
會
S

謀 

つ

た

食

爾

名

織

す

る

七

名

の

委

員

は

之

の

重

大f

秘

管

嚴

守

す

る
.旨
を
相
5
馨
 

佛
蘭
西
力

A

ギ
ナ
ッ
.
#
■

管

決

管

，Du
g
i
e
d

爹

f

か

ら

持

管

窆V

ギ
ナ
”
着

規

則

還

音

芝

L

n

e

_
を
し
て
.
_

せ
し
め
た
。、
然
し

t

の
_

利
ヵ
：グ
ボ
：ナ
ぇ
«.
の
戚
則
を
其
の
儘
佛
蘭
證
移
植
す
る
事
は
出 

f

み
り
た
。
.郝
故
：f

エ

§

太
利
力T

ボ
ナ
ジ
，黨
の
根
本
瑕
f

極
め
て
、
宗
敎
的
、
且
つ
神
秘
的
の
も
の
で 

ぁ
^

.

5

:

(

？

.
-詹

は

唯

單

，5

,
ジ
ィ
；
メ
ィ
ゾ
？

'ィ
の
^
^

て
ゐ
忠
い
，

-.
#
つ
:1
:
到
'&
、

孤
蘭
西
知
識
階
級
の
姐
想
ヒ
調
和
す
べ
さ
も
の
で
は
無
か
つ
た
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其

處

で

B
a
z
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r
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c
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d

k

#
!s
し
て
是
そ
修
IE
す
.る
事
I

つ
.た
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寶
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こ
八
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一
年
五
月
一
日
是
等
三
名
は
巴
里

の

貧

民

窟
.
0
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0
2
1
1
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街
の
圆
卓
の
.前
化
«
首
凝
議
し
て
、.前
記
修
.疋
.
0手
續
を
，果
し
、'新
黨
樹
*

の
事
務
を
完
了
し
 

た
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ゾ
佛
蘭
西
方
义
ボ
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黨
は
玆
に
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立
；3
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&
る
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：ボ
ナ
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»
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^
特
殊
集
會
、
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5
 

particuli6res

こ
が
歸
屬
す 

る

,0
'結
社
.の
#
員
數
は
.夫
々
二
十
名W

す
る
？
是
は
刑
法
に
紙_
し
な
い
た
め
で
あ
る。
8

-

* 
最
高
集
會
ば
ヵ
ル
ボ
ナ
す{翁

の

創

設

者
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2
3
.
1
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u
c
h
s
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S
B
^
W
^
3
a
^

 

の
七
各
か
ら
成
る
最
高
の
執.行
委
貴
會
で
？
中
先
集
會
：
特
赚*:
會
敗
_
代
%'
.敗
の
：命
令
^
服
從
す
か
0
00
'
.'
'
;
.

.

.
パ

 

く
啉
处
集
會
紙
檝
の
方
法
は
來
の.她
ぐ
で
&'
る
。.
先
づ
：0
最
高
集
會
以
ニ
：各
の
會
員
が
、
:-
自
分
達
作
身
上
5:
-
少
し
も 

打
ん
晛
け
ぽ
奶
で
-^
第
三
复
^
近
づ
ぐ
。.
f:
し
^
■
を
新
集
會」

の
#'
長
：に
^

!
し

、
•§:
;
分

達

觸
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^
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■
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級
の
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^
<-
A
^:
>
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高
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あ̂
1
事
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：象
長
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賴
3
せ
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衰
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の
使
命
は
下
級
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«

の
■
動
を
監
視
す
る
.
k
あ
る
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'

^

t
 

1:
3
人
e>
首
領
が
十
七
人
の
#
員
?:
引
さ
入
れ
て
一
.一
十
人
ど
な
れ
ば
此
團
體
を
中
央
集
會
ど
呼
ぶ
に
到
る
。

.

V
次(

R
中
央
集
會
の
立
會
員
が
同
：様
の
方
：法
セ
：第
一
.級
の
#

殊

_

會

於

組

謙

や

を

の)

方
崁
％
膂
通
吹
特
_
集

會

ヒ

造

る

ホ

斯

る

方

法

は

わ

つ

：

.て

巍

限̂

雜

檝

歡

を

增

加

し

兔

坑
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^
:
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鄺

集

會
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無
 

數

©
細
胞
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密
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弒
行
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^
支
_

す
る
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^

^
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§

會
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唯
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個
の
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1

■
的
區
別
で
あ
つ
て
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力
ル
ボ
ナ
リ
黨
の
進
展
^
連
れ
て
、
動
も
す
れ
ば
、
最
高
集
會
•
 

V

唞
夹
集
會
.§.
.代

辦
鼻
绎
の
賻
蜜
贫
る
紛
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を
难
け
夯
目
的
お
贫
：求
る
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ス
巧
：

.
:-:
\
'
:ノ,;
.
:
:
;;
:

/

:
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f;
'
今
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、ヵ
：グ
^
ナ
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«
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.組

織

形

態

年

ー

；膚

ょ
::
<
理̂

解

す

备(̂
啟

幹

が

最

高

集

會

夕

：：

枝

が

中

央‘集
會
、
小
；枝
が
第
'
|
_の
特
：殊
集
會
、；
新
靡
が
*

«-
の
：特
：殊
集
會
で
あ
る
0妁
.
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力
き
ギ
ナ
リ
黨
-0
創
設
者
達
は
又
章
隊
の
後
援̂

目
を
#
け
た
：0
麻
の
：目
的
の
/2
:
:め
|

黨
を
ニ
重
組 

其
處
で
同
檨
の
組
.織̂

名
稱
於
け
變
.菜
じ
て
軍
隊
化
適
用
し
た
：。

(

軍
隊
1?
ば
：最
高
集
會
^

^

;
钇

0
§
:
.-
中
炎
集
會
^
步
兵
隊
：
ネ|

&
そ

 ̂

普
通
の

を

中

隊

宫
 e

i
'
:
:
^

呼
ん
：だ

？
：，

ニ
-
:
'
;
: 

.
: 

- 

,
.
: 

-

.

樹

る

チ

ー

實

組

織

に

依

て

？
，
例

へ

.
ば

力
',
ル

ボ
デ
ソ

c
c

か
：.市
民
的
；̂
活
動
す
る
場
：合
に
は
軍
事
的
階
等
制
度
は
姿
をS

リ

碧

.勢
ヵ
を
增
大
す
厶
事
に
.在
ふ
の
：は
勿
_
で
ぁ
る
が
31
:
ド
是
に
依
ぬ
官
憲
：の
追
跡
5:
避
げ
：る
事

.

.

. 

J 

ぃ

1-
-
.
:
:
' 

_
:
:
v 

'
V
:
:

 

'
M

i

し
彼
f

官
憲
.の
追
跡
i

 
く

遁

れ

る

事

は

到

嗇

來
s

f

s

a

jる
。
：其
處

で
5

的

こ

是
i

 

け
る
た
め
5

假

令

、
各
集
會
は
.共
同
の
目
的
；̂
向P

行
動
す
る
場
合
：で
も.‘

.
葉
會
相
S
の

接

觸

聯

管「

防
；い
.で
、
 

窗
憲
が
、

〕

最
高
集
會
を
發
見
すふ
^
非

ざ

れ

ば

到

底

黨

全

體

み

紙

織
t
摑
ひ
：事
が
出

來

：
5

様

に

a
織 

せ
ら
れ
て
：f

、
を

れ

で
|
:集
會
^
厨
す
る
黨
員
が
他
め
集
會
に
加
入
す
を
事
お
經
對
^
禁

じ

、
：：若

じ

是

を

犯

す

場 

合
は
死
刑
S

:
せ
ら
る
、
。̂

く
し
5

方
^
ば
外
：部
か
ら
官
憲
の.追
級
を
霞
少
限
度
に
し
、：：內
部
か
ら
は
一
會
員

 

が
.T

集
會
K
加
入
しV

.

も
"
彼
が
結
酞
全
.體
.の
秘
密
5:
-發
見
.じ
.之
を
他
^
交
附
す
る
事
の
吡
來
なS

樣

こ

^
熾

令

，

:合
'で
あ
ゲ
1從
.
.ウ
て
文
、
_
'確
马
^
決
定
的
.な
衣
中
心
.思
想
幺
ぱ
持
0:
1;
'
ゐ
'無
か
0;
亿
.
9
-
1
^
2

ぢ
^
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u
d
.

 

の
編
#
し
た
：一

’文
.書
屹
據
、れ
ば
其
稂
本
'思
想
は
大
體
次
の
：如
：<̂
;
.で
あ
る
。叫

■:
■

.
'’
：
：
' 

;
暴
ガ
ば
決
し
て
權
#

で
は
な
い
。
♦フ
ン
ボ
ン
家
は
外
國
人
の
齎
せ
し
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
カ
ル
ボ
ナ
リ
黨
員
は 

佛
蘭
西
阈
民
^
對
し
.、.
其
れ
に
.適
合
せ
る
政
府
を
選
擇
す
'る
'の
權
利
を
自
由
に
行
施
ぜ
.し
め
ん
が
た
め
^
結
朿
す
：る

も

の

で

知

る
CI
O0

' 

, 

i 

.

. 

へ

：，.-.
 

,

-

、
ふ..

;'
-...

.
<■
■
即
.ち
®
民
的
主
權
を
布
#
ず
る
k
在
っ
た
：。
：
然
し
其
國
民
的
主
權
如
何
化
就
て
は
決
し
て
明
瞭
で
は
無
い
。
而
も

 

输
領
が
.漠
然
た
る
も
み
で
一
あ
れ
ぱ
、
を
れ
於
け
各
穡
り
怨
恨
僧
惡
に
應
べ
る
*'
於
出
.來
各
H
で
あ
る
。
換
言
ず
れ
■ば

、
 

將
來
に
關
す
る
思
想
も
豫
備
的
硏
究
も
無
ぐ
、
唯

總.ゆ
る
奔
放
な
：る
感
情
；の
他
儡
さ
な0
セ
大
規
模
.ー
巧
^̂

熱
^
以

セ

陰

擊

起

す

事

、

是

が

カ

V

ボ
允
リ「

黨
の
原
則
で
あ
っ
た
。

g

要
す
る
に
ブ

,ボ
ン
家
の
倒
減
を
促
す
思
 

想
な
.ら
ぱ
如
傳
.な
る
®'
想
で
是
を
受
久
れ
，た
0:
:で
：ぁ
：る
。(,
2

)

'
.

」

ぐ

：

了
：」

：，;

:

:
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斯

樣

咚S

 \

ボ
チ
大
«
は
‘原
'理
^
じ
：て
：ぱ
極
、め
セ
幼
稚
な.る
：遊
：縦
に
過
ぎ
#
が
.ヴ
た
け
れ
ざ
も
、
組

織

^
し
て
は
 

極
.め
.て
有
力
私
而
%
*
c

)

v
き
を
の
で
^

っS

。1

一

力
^
被
ナ
ナ
黨
ば
瞬
ぐ
間
げ
巴
里
全
市
忆
普
及
し
粑
タ
然
る
化
創
設
者
達
ぱ
當
聊
も
勢
カ
も
無
わ
無
泰
靑
年
達

 

.で
あ
ダ
だ
^
で
パ
令
後
如
猶
紀
蓮
動
を
擗
大
す
べ
き
か̂
全
佛
蘭
西
を
如
何
^
じ
や
運
動
刺
を
以
七
蔽
ふ
べ
&
か
に
 

_

し
セ
、充
分
熟
考
し
た.が
ぜ
等
は
何
れ
も
充
分
の
自
信
を
持.っ

事

が

时

來

な

か

令

だ

'-
:
?
を

れ

で

先

づ
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昵
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な
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命
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?
^

最
高
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會
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委
貫
.た
る
'办
地
.位
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提
供
し
て
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入
會
を.懇
請
し
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。
'
锻
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快
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承
諸
じ
^
。，
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で
.Ma

n
u
e
l
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樣
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'
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b
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i
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其
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主
^
る
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成
功
じ
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第
六
號
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办
ニ
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於
蓝
組
織
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：地
方；
^
普
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ず
る
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決
じ
た
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唐g

i
e
d
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の
M:
的
を
以
V.
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u
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へ
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：
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r
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.
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u
e
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:
k
_

す
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會
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察
^

す
る
た
め
ち
，
巴
里
の
；最

麗

會i

l
だf

t
e
.

の
着
を
名

處
S

織
せ
&

れ
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靡
惑
：拏

；堇
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f
び
：.

|

:

_變

抵

抗

す

る
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ふ
^

全
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づ
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大
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狻
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'熟
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會
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知
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首
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對
.す
る
絕
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從
5:
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し
た
る
後
不
時
の
事
變
化
應
ず
る.た
め
、

可
れ
も
、
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丁
の
 

小
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$
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じ
：て_、へ
目̂ 
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つ
て
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國
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ヵ
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#
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す
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タ
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a
t
:
; 

R
a
s
p
a
g
、

等
が
ぁ
0
沒

0
|被
等
は
何
れ
；̂:
後
年
^.
和
的
秘
密
結
社 

の
顧
袖
乂
欢
<)
^
入
，々
«:
ぁ

る
',
?
£
>ブ

ォ

ナ

；
？

ク

チ

^

|
等
ぜ
の
：交
遊
が
直
も
紀
後
者̂'
對
す
る
^

響
龙
煮
味
す
各
涑
の

I

I

I

戈
は
勿
論
尊
い

.が
、
‘そ
れ
が
分
女

の
で
-
る̂
^
ば
；想
像
沐
^
セ
灘
：ズ
：は
衣
い0
:
:

新
興
'

V

ブ

ゥ

；
^
壬

義

の

明

か

な

る

影

響

ど

見

る

可

き

も

の

に

先

づ

一

八

三

一

年

に

公

に

3
れ
た
共
和
的
秘
密
結1|
: 

の一

檄
文
?:
泰
げ
る
事
が
出
來
る
。
白
く

『

吾
等
は
政
治
的
變
革
ょ
ぅ
，も
社
會
改
造̂
宣
き
5:
置
く
.
0
.政
權
の
櫥
張
、
 

選
摩
法
の
改
疋
、.韻
通
選
擧
.は
結
構
な
物
で
は
あ
る
が
、

■ 

b

は
唯
手
段
.で
あ
つ

て
目
的
で
は
無
い

。
吾

等

の

目

的

こ 

す
る
所
は
社
會
の
負
擔
及
利
益
の
挣
等
な
る
分
罟
あ
る
、
即
ち
平
等
世
界
の
完
全

I

確
立
に
あ
る
せg 

觅
^

-
八
三
三
年
ニ
-^
半
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
チ
の
僚
友

Charles 

T
e
s
t
e

の
述
べ
る
所
は
徹
頭
徹
尾
バ
ブ
ゥ
フ
的
で
あ 

之

明
：か
にV

ブ
々
フ
主
義
の
£

を
語
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
日
く

『

平
等
ょ
來
れ
，
.九
三
年
の
立
馨
達
は
も 

大

原

愚

は

社

赏

適

用

せ

んw

企
て
.た
唯
一
の
：人

々

で

管
。
' 哲
學
者
達
は
此
大
原
則
を
ば
自
己
の
著
實
證 

す
る
^
滿
足
を
_

ん
、
.
：
而

し

て

此

原

則

2

や

保

障.£

て

社

會

條

件

の

平

等

準
纖
す
る
S

4

で
f

。
斯

く
4

々

し

ぐ

：
且

つ

斯

敢

暴
S

ふ

れ
2

等
S

法
者〕

の
事
業
を
繼 

緻
す
I

V

は

彼

等

の

子

孫

で

改

著

彼

等

め

奮

人

たf

i
等
の
■

、で
あ
る
.。
新
組
織
の
建
f

M
錯

.へ
；
&

く
 

3余

は
‘餘
カ
を
は
平
等
の
行
は
る
、
此
將
來
の
都
市
計
書
の
硏
究
化
献
げ
ん
ど
欲
す
る
。
余
ょ
今
左 

の
v
fi
の「

原
則
£

ズ
典
和
的
_

の
韋
案
を
作
成
4
た
。
奮

則

5

ン
：

C
:
1
:〕

國
士
內
;K
泡
含
：せ
ら
れ
若
く
は
社
會
の
成
員
が.外
國
R

M
有

す

芒
.
.切
の
^̂
^̂
^

分
配
.は
.國
民
■の
み
が
決
定
す
る
事
が
：出
來
る。
/ V

:

ぐ
'

:
ブ
：

. .

Q

•一

〕

^
顧
は
.1|
て
:0
_

肚

彥

.ま
民
'
,か

:*
會
^
負
’ふ
所
の
*

S
で
あ
る
。.
無
爲
は
竊
盜
し
て
且
つ
惡
風
習
の
涸

翁
十
四
#

i

;七)

バ
ブ
ゥ
フ
主
義V

秘
讓
辟 

第
I

九

七
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傭
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：飞
^
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德
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请
响
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'

タ
ネ
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'
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•

.バ
タ
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.

1
>

.

.フ
^

義
が
漸
次
^
.廳

生̂

道
#

驰

彡
^

る
^
.
:
.
渐
カ
次
.
.々
次
主
■義
者
；̂
尙
興
數
少
く
、

'

孤
康
的
_

體
ぞ
：形
威
す
：る
に
過
ぎ
ず
、
秘
密
結
社
の
®
心
は
尙
依
然

-

し

漢
S

義

：
霧

つ

參

：
：
：
て

」

;:
:
七
^
！f

命
後
大
小
■

多
；の
典
和
的
秘
盤
結
社
が
生
れ̂
が
«
中
有
力
'*
も
の
は
先
づ
民
友
協
會La
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c
i
6
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cu
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m
i
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i
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d
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h
o
m
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で
あ
0
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^
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ブ
ゥ
フ
主
義
ょ 

是
等
ビ
如
何
な
る
關
傢
を
有
し
光
芸
か
ー.、：'
:是
等
^
如
猶
な
る
影
響
を
：及
：ぼ
し
た
か0、
V:
-
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:
。
，
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ぐ〜
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,
w
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o
o
a
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a
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f
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>率

I

氏
譯
，
I

現
.代
政
治
f

f

.
 

I
一
 
真

、
.
催
し

.

.

筆
者
の」

譯
文
は
必

T

■し
も
山
崎
：氏
の
譯
文
に
忠
實
々
ら
ず

o

:

” 

' 

,

C
1 2)

 

w

o

s

o

o
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^

o
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^
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^
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學
會
雜
誌
$
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卷
六
號
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照
ゾ
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"
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五
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友

協

會
,
L
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S
0
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d
e
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A
m
i
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e
u
p
l
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^

「

一
-
V
. 

_ 

v

c

g
;■
■;

七
月
革
命
k
.依

s

s

る
幾
多
の
：I

主
義
的
結
社
の
中
で
、
、就
中
最
も
有
力.に

し

置

S

I

I

I

.
 

も
の
は
.敍

卜

擧

く
-,
6

,/
/
の
；民

友

協

畲

、

ず
s
o
c
^
'̂
d
e
sマ.营

is

き

^̂
^̂
^̂

^

Q

.

^

.

^
の

事

着

溯

る

馨

出

來

る

。
先
づ
民
友
協
會
建
設
の
主
要
菌
た
る 

『

眞

到

-±
友』

^
胤
て
-:
-
ー
#
し
な
け
れ
ば
尨
^

:？
:

.,

.
'

.1

1

.A
一
 

一. 

Q

年
.の
：弾
滕
R
數
名
の
指
導
者
を
奪
は
；れ
、
：辛
じ
て
き 

命
を
凌
：S
7T
芸

厲

理

爻

友』

は
.七

月

葬

命

後

程

無

九

月
.窜

1
::0
巴
里
化
於
て
'

1
奇
怪
な
る
示
威
蓮
動
を

行
っ
た
。
其
れ
は
，セ

身
#

1F
 

|

_

«め

追

掉

榮

霍
0
扣

。『

眞
輝
之
友
籍
社
顧
：は
先
づ
途
例
の
會
議
搡 

/2e
,
o
r
e
n
e
l
l
e
-
s
a
i
n
t
-
H
o
n
o
r
>

街
に
集
合
し
て
當
日
.の
ブ
ロ
グ
ラ
ム.を
決
議
し
、
黨
の.徽
章
を
佩
用
し
、
を
れ
ょ

6̂
.阪
伍
>
御
^

.嫌
流
;0
-*
旗
^
押
立
.て
て
四
軍
蒈
の
貴
^
論
敎
者
的
血
.の
流
^
れ

於

る

::
-
.の
.刑
揚
^
赴
.い
'

第

二

十

四

难(

九
：
_

 

‘
、
バ
，
ブ

ゥ

フ

主

義

’
ダ

蕾

結

砰
 

第

六

號
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-

.
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'
■
一
十
？
卷

矣

四

9

vs
r
ブ
ゥ
フ
主
義
暴
密
顧
瓧 

：第
‘六
.號

5

0

M

.

.

• «
#

の
.

『

: *
-.
0

!

达
友
？
猶
社
首

.

領

た
6

し

ジ
^

智

ヮ

灶

結

舰

の

位

階

服
^

身

を

固

め

て

、
此

行

列

を
1

層

莊

重

衣

し

め
'^
V
. 

:
: 

, 

.

.

.

!Q
rルve
及
到
着
す
る
ゃ
協
會
は
多
數
；の*
嫌
め
中
に
圓
陣
^
作
っ
た
。

(

：其
處
^
は
當
時
0
愛

國

者

；
の

大

部

分

、

物

 

鬼
高
.：い
迅
里
の
彌
次
:»
%

_
集
し
た
-°
蓋
し
斯
る
光
景
は
眞̂

稀
有
の
事
^
鹰
す
石
。
舊
;*
.ル
：ボ
ッ
ナ
黨
員
交
差 

へ
っ
て
四
軍
：曹
の
寒
烈
を
稱
し
、
政
府.の
行
動
を
痛
罵
し̂

。e

中
k

i
 Bu

c
h
e
z

 

.の
講
演
ほ
其
.

1

語
：

一

語
孰
れ
も
感 

銘
深
さ
も
'の
セ
あ
づ
た'.
0
:儀
式
は
莊
童
に
し
て
感
動
的
：で
あ
わ
作0.-
'
;
.

:
#
艰

悼

祭

は

『

眞

理

；之

：友
』

«
會
の
臨
雜
の
床
_

ぃ
た
最
後
.の
死
花
で
あ
っ
た
。
此
追
悼
祭
を
最
期

V

し
て
、
爾 

來
久
1
';
:
<僅
^
'
1雞
の
命
脈
5:
- «
っ
て
ゐ
た
眞
理
の.友
協
會
は
S

R
腐
木
.め
如
\

倒
れ
て
し
凌
っ
た
。.

新

結

筆

は

輿

理

之

友

協

會

の
_

秘

的

形

式

を

猶

棄

：し
，て
狐
，々

の
，聲

を

擧

'げ

た

。.何

ぞ
.ゃ

。
民

友
«

&
. 

3
0
象

6

 

d
e
s

 

A
m
f
s

 

d
u

 

P
e
u
p
l
e

 

=
即
ち
是
で
あ
る
。
 

•

:

-

-

'
 

.
- 

民
犮
協
會
は
其
創
設
當
初̂

於
い
て
は
、
吾
人
の
推
测
す
る
が
如
く
、
決
し•て
秘
密
結
社
で
は
無
く
、
寧
ろ
刑
法

第
二
九1'

條
の
認
む
る
嚴
格
な
る
組
織
を
有
す
る
公
開'的
.結
社
で
あ
っ
た
。
否
、j

八
三
〇
年
の
共
和
主
義
者
は
其 

姐
想
を
公
然
說
敎
す
る乙
€
許
ぅ
を
考
へ
て
ゐ
た
位
で
あ
っ
た
。

一
八
三
〇
年
九
月
ー
一
十
五
日
同
協
會
•か
公
開
的
會 

議

を

開
..
«
し
て
ぬ
た
モ
ン
マ
ル
ト
ダ
街
の
ぺ
ジ
エ
體
育
館
が
國
民
軍
の
襲
- «
を
受
け
て
以
來
、
#
議
の
公
開
を
改
め 

て
閉
鎖
的
、
私
的
の
も
の

VJ

し
.允
が
そ
れ
.

V
.

て
i

尙
未
災
決
し
て
秘
密
的
の
も
の
で
は
な
か
ら
た0C4
)

加
盟
は
力
ル 

ポ
ナ
タ
黨
に
見
る
が
如
さ
神
秘
的
形
式k
依
る
事
無
く
ハ
«
:入
社
»'
可
は
：唯
：だ>;-
£
:の̂
身
分
_

明
藝
若
{
ば
愛
.國
主

義
の
宣
;®
:1
必
^

ど
す
る
の
.み
.で
あ
っ
"た
。;:
'兹
“
愛
«
生
義
衣
:-
5
言
'1
は
徹
頭
徹
*
、
共
和
主
義
3
言
ふ
意
味
許
办 

.の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
の
中
ド
は
暴
カ
的
襲
擊
^
依
て
一
擧
に
政
府
を
葬
ら
ん
ミ
欲
す
る
者
も
決
し
て
尠
く 

は
無
か
っ
た
。
：

.. . 

.

. 

.

：
 

.
_

協
會
幹
葙
及
び
會
;M
の
大
部
分
の
明
.か
^
意
圖
せ
し
所
は
共
和
主
義
革
命
，の
遂
行
で
あ
っ
た
。
其

實

現

方

法
ど
し 

.て
は
、
先
づ
中
央
協
會
及<ム
共
的
協
會
め
設
立
、
我
主
的
書
籍
の
廣
汎
な.る
編
成
.、
：從
屬
的
協
會
及
孤
立
せ
る
民
主 

主
義
者
^
對
し
て
指
導
を
與
へ
、
共
和
黨
の
各
分
子
を
糾
合
し
、
又
愛
國
者
殊
R
知
名
、
有
能
の
'士
を
加
入
せ
し
め 

て
彼
等
の
人
氣
、
若
く
は
言
葉
を
宣
傅
ボ
利
用
す
る
事
、
f

S

.
著
述
の
外
總
ゆ
る
馄
亂
の
機
會
を
捉
へ
て
人 

、も
を
^
動

し

‘政
.好
を
不
.安
の
狀
態
^
陷
入
れ
連
績
的
激
動
の
後
^
機
を
見
て
政
府
の
顚
覆
を
圖
ら
ん
ど
す
る
に 

在
^

.
此
の
永
久
的
煽
動
の
組
織
は
彼
等
が
邊
常
：の
熱
心
?:
以
て
實
行
せ
し
亦
法
で
あ
っ
た
が
、
此
方
法
の
外
更
に 

外
.國
の
.反
亂
は
自
國
R
重
大
な
.る
反
響
を
齎
&
す
，の
.み
な
ら
ず
夂
彼
等
.
.の
，計
書
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
るS
の
見
地 

か
ら
、
協
食
幹
部
は
密
使
を
近
國
に
派
遺
し
て
其
地
^
於
て
皮
亂
を
起
す
可
き
指
令
を
與.へ
た
の
で
あ
っ
た
。
諸
强 

國
は
是
を
常
^
警
戒
し
又
彼
等
の
策
動
を
屢*
未
然
^
防
衞
す
る
事
が
出
來
た
が
、
弱
國
.、

■

殊
杈
白
耳
義
、
波
蘭
は
彼 

等
の
好
餌
ど
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
前
者
は
是
れk
依
て
圖
ら
ず
も
獨
立
を
獲#
し
、
後
者
は
偶
-
之

れ

^

依

て

其

獨

立
 

を
喪
失
す
る
來
到
っ
た。
®

:

偏
看
の
_中
沁
ズ
な
つ
て
ゐ
る
重
な
る
人
衡
を
擧
げ
れ
ば
、p

g

fぞ

H
rn>
'

f. Raspaii, 

B
l
a
n
q
u
i
.
a
o
c
o
n

等 

を
初
め
ビ
し
ぺ Tho

u
r
e
t
,

 

Teste, 

Vignerte, 

C
ahai

g
n
e
, 

B
o
n
a
a
i
s

 

B
e
r
g
e
r
o
?

 

Imbert, 

Fortoul, 

Delescluze, 

A
v
r
i
i

尊
で
あ
っ
て
孰
れ
も
其
殆
ん
ざ
大
部
分
は
何
等
の
地
位
を
有
し
な
い
文
筆
を
業
ど
す
る
靑
年
で
あ
っ
た

第
二
十
四
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四
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四
卷
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九
■四
ニ) 

X

ブ
豕
主
f

秘
密
結
社
. 

第

六

號

一
〇
ri

一.
.
'
' 

一
：一.

(

三

〕

.
'
。

.
：

、
：
.
.
'

,

'

:

K 

二 

つ
ン：：ッ

：

し
，
パ'
^
^
^
^
^
^
 ̂

へ.
が
.」

.

)

ふ
。

.I

 

“
 

V
:
.
.
.
:

 

.
C
' 

' 

.一

ぃ
次
k
民
友
協
會
の
思
‘想
的
根
據
は
如
何
.
：

源
協
脅
の
媸
設
が
純
乎̂

る
共
和
主
義
戚
想
^
負
'ふ
省
.の

で

：
あ

る

，事

は

.
何

等

疑

を

容

れ

凌

い
所
.で
：あ
る
が
、
の

協 

會
の
成
長
S

」
ふ
て
幾
多
の
異
拿
を
■包
藏
す
る
.
.
5

‘

s

£想
上
：k

»
か
ら
f

め
で
*
'^
■ 

V
- 
:

協
會
の
f f

t

簠
想
鑫
浍
は
同
德
會
發
行
め
小
一
册
子
を
鱗
く

事

が

最

も

捷

徑

で

あ

气

 

任
命
し
て
.、
ホ
f

 

S

版
S

ら
し
め
.て
、
m
會
I

S

S

S
カ

袞

。
.同

實

會

は
t

子
8

者
及 

標
題
?:
選
定
し
首
ら
牽
閱
批
評
の
權
利:?
:
留
保
し
だ
。
；小
|

は
孰
れ
ネ
協
會
名
0)
|

^

の
名
を
冠
し
て
發
行
せ
沱
れ
著
者
名
は
多
く
故
唯
だ
谋
頭
文
字
を
並
め
る
^
過
ぎ
な
か
っ
た
。
、
:

:
:

、

メ L
o

ず

g
 r

e
l
i
l
n
a
f

1
0
デ
ミ
麵
す
る
論
文
^
於
い
て
.著
者
は
.謂

ろ
^

の
場
合
、
A
間
は
自
己
の
本
性
の.不
可
抗
猶
法
則
即
ち
自
然
法̂
減
從
す
る
a『

自
由
名
平
等
■

則̂

其
^
て

の

勢 

力
を
人
間
の
物
理
的並
S

德
的
構
造
代
仰
C

の
で
あ
っ
：て
、1

切
S

意
，
：約
定
S

何
等
の
：關
係
I

も

の 

で
あ
る
.

』

.M
:て
：.の
人
間
は『

自
已
の
生
.存
維
特
^
必
要
な
る
地
上
の
生
產
物
女
享
得
す;5
*
利
を
有
す
る
。
此
m

w
 

な
:-

s
.

も

の
.は
.極
め
て
緊
■#
な
る
；欲
望
か
ら
發
生
す
る
も
の
で
あ
るo
斯
る
緊
急
^
る

欲

證

總

ゅ

る

特

殊

的

權rf
i
を 

排
脍
し
、
極
赞
至
ら
ば
遂
に
视
_
を
惹
起
す
る
が
此
論
の
源
泉
を
絕
っ
方
法
は
唯
、，
社
會
の
契
約
あ
る
の
み
で 

ぁ
石』

)

.要

:1
-

^
允
著
者
0
自
然
法
«

^
'&
^
ぱ
财
產
は
決
し
て
自
然
權̂

は
な
ぃ
0的

■:
-〔

.ン 

.

.
、
.

: 丫

被

允

著

者

は

語

を

次

い
.
.で

謂
^

:
各

人

が

他

人

父

伺

«

の

分

前

を

有
:1
*
る
炙
め
保
||
;4
ぐ
ん
ば
何
人
ミ
雖
も
ょ<

自

已
W

行

動

を

し
1て
'政

治

的

意

思

ド

從.は

じ

め

吝

事

を

肯

ず-5;
も
_の
は
無
い

^

c

o玆
に
社
會
民
約
論
の
著
者
\
ゥ
ソ 

沐
办
影
響
^
明
か
に
認
.，

S

ふ
事
が
出
來
る
a
■箸
者
は
此
.前
提
ょ
6
語
F
結
ん
^,
謂
べ
ち
く
、
總V

の

人

‘

砵

一

様

に

法
 

律
の
制
定
及
政
權
の
運
用̂

參
加
す
る
'の
*
利
？:
:
有
す
る
も
の
で
あ
る̂:
。〉

：是
等
の
’.用
語
の
中
化
普
通
選
擧
及
び
共 

湘
國
■の
要
求
が
暗
默
裡
に
吐
露
せ̂

れ
で
ゐ
：
S

0
2:
'
菩
人
ば
鼯
め
得
る
o
共
和
國
の
要
求
^
到C

V
V
.

ば
協
會
の
委
員 

會
が
世
人
の
批
»
化
關

聯

じ

で

公

表

し

た

，信

條

.宣
：言
書
办
中
に
縣
に
明
瞭
に
表
明
せ6>
:
れ
て
ゐ
.：る
0:
即
ち
同
協
會
は 

新
宣
言
窨
に
於
.

S

で
、
特
R『

共
和
的
君
主
政
治J 

 ̂

是
認
ず
^

事

^

依

て

公

然

王
 

權
^
絕
緣
じ
：て
ゐ
衣
。
：
協.會
ば
國
民
主
權
な
る
言
葉
が
決
じ
で
空
語
忆
墮
す
る
事
な
く
、

'
國
民
が
：理
論
上̂

於
い
セ
1 

與
ぺ
攻
れ
た
る
最
高
意
思
を
ば
現
實
は
於
で
實
行
す
べ
ん
事
を
要
求
^
で
ゐ
る
巧
宣
言
窨
ぱ
&

に
ノ
モ̂
ス
ネ 

-«
共
欠
各
自
の
權
能
を
委
託
す
、べ
さ
人
々
を
：選
擧
す
る
國
民
を
稱
讃
す
べ
&
も
の
で
あ
る
旨
を
カ
說
し
、sl
k
總
ゆ 

承
利
®
が
悉
ぐ
代
表
せ
ら
れ>)

總
啖
ふ
市
民
が
、
：
.自
由
’に
選
财
せ
ら
れ
/2
る
自
&
の
代
表
者
幺
介
し
で
彼
等
を
支
配 

す
^
法
律
の
制
度
に
參
加
す5,
:
の
憲
法
上
0,
權
利
を
贫
す
,
ぎ
事〜

页
ぬ
.：ー；_
國
民
^

.
#:
驗
に
：於
て
其
知
事
、1|
3 

町
村
長
^
換
言
す
れ
ぼ
總
て
の
规
方
官
衷
を
任
命
す
を
た
め
召
集
せ
レ
厶
邴
^-
事

^

要

求

し

セ

か

る

ヵ

普

通

選

擧

抝

る
文
字
は
勿
論
使
用
せ
ら
れ
て^'
な
v>
が
、
；:p

般
投
禀
吹
要
求
ば
是
等
办
章
句_の
中
に
_
瞭
忙
言
_
せ

&;
'れ
へ
て
.；ゐ

• 

■ 

’ 

ぐ 

‘ 

,

:
リ
 

：.

' 

'
.上
述
の
.t

般
理
.論
の
.外
、：

協
會
は
X
個
夂
の
：事
件
に
關
、し
セ
：小*

^
を
出
版
1>
セ
協
會$

風

想

-a
0 :
態
度
を
圆
明 

.し
て
為
る 

b
:
:
-
A-
H
-

性
質
を
有
せ
*

る
'を
ま
快
$
せ
る
^

\

-̂
ョ
ナジ

.：

オ
ゼ
嘲
笑
し
、
之
に
：反
し
協#;
;

^
此
暴
動
2:
以
.て
；社
會
に
.浸
潤
せ
5: 
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四)

X

ブ
夕
フ
：主
：義
，

|

慕

：
社
，

 

.

I
臃

S

四
•

木
宰
§

分
的
表
現
：で

ぎ

备

ひ

，
晋

：

『

社

意

自
a

の
法
則
の
作
用
§

分
前
I

る

可

喜

を
I

 
く」

.
'塊
：£

素

數

|

々
：の
手
^
 

或
者
は
隸 

f

る

益

渗

若

X

I

杭
す
：る

録
I

の
I

る

の
人
々
の
_
會
的
地
f

改
善
す

、'る

方

法

そ

れ

は

社

會

の

殺

人

的

簫s

¥

る
.

S
る』

吾

人

は

決

し

て

『

私

人

の

.
慈

善

や

富

星

れ

る

人

'々

の
 

手
力
ち
零
れ
雜
つ
る
喜
拾
を
以
て
其
有
効
なI

f

 

I
て
ば
I

ぬ』

I

じ『

勞
働
の
利
益
は
I

者
S

び 

還
.

I
け
S

I

なS
。

他
人
I

具
I

つ
I

る
人
；々

が
多
け
S

|

ん
で
_

。
：.：勿
論
人
間
S

る
人
間
の
I

 

力
'
併
し
其
I

は

決

し

て

是

裏
I

無
s
'
?吾
人
は
.此
點

_
め
る
;-
0
、
.
_ 

•ぐ
'-
,

: 

■

-

•
 

•
! .■
.
.
'
 

' 

.

.

.

.

',
.

一
'
- 

:
 

- 

.

.

.

. 

f

' 

.:..

..--.

''.

,
、」

:
:

.
'政

治

的

並

益

會

的

改

革

の

問

題

高

樣

霖

交

問

題

は

又

民S

會

の

重

爵

題
f

ず
る
。
即
U

必 

然
S

府
の
諸
政
策
S

す
る
完
膚
I

批
鄭
I

つ
S

は
れ
I

る
：o
' " L

a

 

p

o

i

f

est 

i
e
,

 .
i
_
x
^

 

tour.

ミ
I

す
る
小
册
子
中
で
、箸
考
ばf

政
府
が
國
王
姦
託
し
s

國
民
l

¥

る
の
約
束
の
下
S

賢

跑

£

入
し
、
諸
外
國
の
愛
國
者I

罪
し
I

I

て
.、
同

政

府I

ヵ
非
纖

し

て

？

。

:

,

l

l

s

sす
る
雜

は

5

會
|

¥

議

會
l

l

s

f

 

Sし
I

。
：
筆

論

^

議
員
I

.

:

 

f

馨

戰

斯
る
根
本
®'
想
を
背
景V

せ
る
民
友
像
會
の
綱
領
は.常
時
.是
ビ
併
.存
ぜ
る
共
和
的
結
it
-
: A1 :de-t

2.-, le 

d
e
l

 

t
p
I
- 

d
e
s

 

;
の
綱
領
^
比
し
て
遙
か
に
自
由
、
且
.o
大

膽

で

あ

つ

，
た

。
：
そ

の

.中

.に
は
議
.員
^
對
ず
る
賠
傲
、

.

司
法
官
職
制 

.の
改
革
、：
飲
料
税S

廢
止
、
間
接
税
の
改
芷
、
無
料
敎
育'
宗
敎
豫
算
办
廢
.止
等
奈
く
新
奇
の
要
求
が
含
ま
れ
て
ゐ 

た
9
然
し
其
綱
領
'の
特
徵
S
言
ふ
可
さ
も
0

は
、
同
協
會
が
斷
乎VJ

し
て
勞
働
者
問
題
に.手
を
.染
.め
た
事
：で
あ
つ
たo 

」

'一
八
三
〇
年
七
月
茧
命
以
前̂
於
い
て
、'勞
働
階
級
は
全
ぐ
其
存
在
を
認.め
ら
れ
な
か
つ
た
。
然
か
る
に
革
命
に 

.逢

.ふ
や
.ブ
ロ
レ
•タ
リ：

ャ
は
武
器
を
取
A
、
主
■都
の
警
備
代
就
さ
財
產2:
#

讓
.し
、
' 盜
賊
を
討
伐
し
、
殺
人
を
防
遏
し 

た
。
此
の
.え
ロ
レ
'タ
リ
ゃ
の
行
動
が
1
.時
世
人
を
嘆
賞
せ
し.め
た
。
：一
詩
人
は
ブ
ロ
レ
タソ

ャ
R」

q
a saint p

o
pulace 

et .la 

s
3-
r ca

n
a
i
l
l
e
"

な
る
賛
辭
を
呈
し
た
。
今
や
勞
働
階
級
の#
挺
は
明
瞭
に
認
識
せ
ら
：る

到

つ

た

。
斯る

.
 

.時
期
^
際
會
し
て
，、
民
友
協
會
は
其
宣
言
書
め
中
で
：
本
協
#

の
特
..殊
&
的
，は
下
,1
-
;階
級
の
道
德
的
、
肉
體
的
狀
態 

を
.改
善
す
.る
に
在
る
旨
を
聲
明
じ
っ
，页̂
是
等
の
問
題
を
ば
愼
重̂
觀
評
し
、

〕

其
眞
相
を
ば
研
究
す
名
旨
を
約
束
し 

た
の
で
あ
つ
/e
w

基
等
の
綱
領
を
，如
何̂

し
て
實
現
ず
べ
さ
か
：。，
平
和
的
方
法k
依
る
ベ
さ
か
、
*
力
^

■

ふ

ベ

さ 

か
。
•初
め
.民
友
協
會
の
領
袖
は
暫
く
合
法
的̂
行
動
ず
る
*
、
平
和
的
宣
傳
^

依
ふ
可
.し
ざ
#

へ
だ
o 

平
和
的
方
法 

は
當
初
は
順
調
^-
蓮
ん
だ
が
_
も
無
く
行
詰
つ
た
？.暴
カ
的
方
法
が
乏
：れ
纪
代
夺
こ
ど
亡
な
つ
た。§'

'

.-

.
“、
.
'
.

(

■五)

：.

.

.：

ぐ
.'： 

： 

: 

'

;

'

/

.

.■ 

:

■'

,
民
友
協
會
の
歷
史
ば
徹
頭
徹.尾
、
陰
謀
^
訴

訟

，
の

記

錄

で

あ

苓

:̂
言

ふ
#
が

出

來

る。

''.

、
創
立
：以
漱i

：

協
*

比
.陰
謀
办
第
' 
一
着
步
ど
し
て
.一
八
三
o

年
九
#

末
、.
國
民
議
會
の
權
能
ぼ
果
し
て
合
法
^
な
み
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九
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S

鬏

眠
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第
_
 

5
山
、

や
呑
や
&
質
問
を
ば
公
衆
^
提
敗
ず
る
»

^
:̂
:

0
て
^:
心
0
惑
亂
^:
企
圖
^
た
：。：
此
問
&
於
提
出
せ
ら
る
>
^:
果
然 

三
日
^
じ
：て
人
心3:

尨
：

§
:代

高

潮

し

、
.
：
：七

 

爲
め
に
巴
型
は 

戰
々
競
々
ど
し
て
不
安̂

襲
は
れ
た
0
結
局
、
代
議
士
の
：代
理
權
は
旣
：に
消
滅
せ
る
事
、
從
て
國
民
は
宜
し
く
其
返 

還
i

#

すY
為
#
、
.'
右
趣
旨
の
貼
紙
訖
里
の
城■

貼
付
_
蒙
 

協
畲
は
此 

贴
紙
吖
用
語
幻
»:
ち
杧
裁
決
し
て
其
廒
稿
幻
印
.刷
膝
に
怒
つ̂
。
：然
る
^'
警
察
は
此
を
探
知
4

是
を
禁
ず
べ
き
芯 

要
^

&
 め 

P

I

^

F
の 

衞
ft
-

k

^
l̂l
f
c
:胁
紙
|:
'

»
收
し
で
し
ま
つ
た
。'
?#.
畏H

u
b
e
r
t

 

'、'
❖■w

T
s
e
r
r
y
、

m

.f
t
印 

刷
A

^
三
名
は
®
跟

裁

判

所

ぬ

讓

送

彻

た

：
p
. Hu

b
e
r
v

tfr
r
r
y

は

共

当

一

月

の

懲

役

^
處

o 

刷
人
は
放
免
f

れ
，

戴t

所
は
一
同
時
■

決
S

■

勝

會

藤

散

を

レ
^
 ̂

.

.

.
:

(

公

：
.
.，
ぎ

:,
/

-,
.

政
庇
吵
此
斷
乎
た
る
嚴
顰
を
解
散
命
令

W

は
民
あ
■

#■
^ *
.

b

で親
！！！

面
R

#
は
L ,
>̂
:

^

。
# :

來

公
亂
的

で

あ

つ

C
 

同
協
會
は
'

爾
來
秘
密
結
社S

■

仕

舞

荔

併

凝

塵

社
5

す
る
i

、

力
々

W
秘
の
狀
態
を
意
味
す
る%
の
で
.は
«

く
、
'
:唯
^,
偷
*

の
次
於
集
會
虼
即
服
す
る
事
；を
.办
：叉
其
會
員
の
召
集
も
新' 

聞
や
貼
紙
に
依
つ」

て
2 :

知

也

ざ

る

星

つ

た
k

過
樂
なs
ダ

然

歳

疆

命
令
聽

後

、
向
協
會
ゆ
.果
し
て
消
滅
し.
 

た
か
ビ
言
ふ
^-
決
し
て
4.
ぅ
で
は
無
く
、
事
實
は
寧
ゲ
其
反.對
で
あ
る
。
：.同
協
會
ば
觫
體
ず
る
所
が
：、'日
々
.却
て
其 

會
員
敷
を
增
.

^
J L

つ
其
宣
像
&

增
大
し
か
。
總
ゆ5 \

問
題
? :
'

論
ず
る
へ
小
飾
子
ば
際
限
無
ぐ
印
刷
せ
? >
:
:
れ

、'

又

日

.
壁
 

を
傅
ふ
る
囘
狀
は
發
行
せ
ら
れ
、
指
令
を
發
布
し
、
：

.觅
^;
:
會
員
を
地
方
^
求

め

餐

：
#
»
西
殊̂

©

里̂

於

て

は

協
 

■#
の
勢
カ
は
漸
次
表
而.ょ
ぅ
奧
底
は
浸
_
1>
,
.、：：地
^
に
.生
動
じ
：且
0
:坑
徵
^
穿
^
_
到
0,
^
^

議
會
及
び
政
府
をf f

取
_

の
抗
爭
に
；依
1:
-
:修
壞
ず
本
事
が
出
«:
;
な
い
：事
を
、認
め
た
民
友»
會
は
> 
何
等
か
他

の
混

B
E
K
^
E
r
r
r
E
e
E
E
E
E
I
e
E
E
e
F
E
E
E
i
B
E
E
B
_
l
-
i
l
B
E
^
^
^
i
-
-
^
^
^
i
e
-
i
^
l
B
_
i
-
e
l
m
l
l
l
e
E
E
^
i
e
l
E
E
i
E
i
i
e
E
a
E
l
l
e
l
«
-
-
e
l
E
« 
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- 
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亂
.の
機
を
窺
9

■で.

だ̂

。
，
，
嚴

^

^

等

於

切

望

ず

ん

動

亂

め

ぼ

費

 

へ'ら

れ
^
の
.で

ぁ

り.
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八
.‘三
〇
年
十
月
十
七
日
民
友
協
會
及
び

l
a

 

soc.i6
t6

cu
?
j
6
r
d
r
e 

e
t

 

d
u

 

P
r
o
g
r

ルs

の
俞
員
の
一圃

は

p
a
l
a
i
s
!

 

R
o
y
i
r

の
腐
場
^

進
出
し
\

國
.王
居
室
の
窓
下
化
到
る
や
大
臣̂
殺
せ
ビ
叫
號
(_
>

た
が
程
無
く
國
民
笨
の
，た
め0

ー.

掃
.
3
れ
..

V

 
し
$

つ
'た
0.
-
,
.
'
.
'
.

ぺ
.

"

.

.

'

パ

 

.

:.

. 
'

翌
卡
ル
日
、‘民
友
樣
會
會
員
は
又.も
や
&
車
の
諸
街
'̂
現
ば
れ
>
市
民
を
敦
唆
じ
ザ
パ¥
 

ル

集
 

ま
れW

命
、じ
た
。
次
い
で
シ
ャ
ァ

\

十
世
の
諸
大
昆
が
磐
が
れ
て
居
る

V
i
n
c
e
n
n
e
s

k
向
ふ
®

ぐ
し
な
つ
た
。
f
れ
^- 

同
要
塞
^
收
歡
中
の
前
大
臣
を
引
此
し
そ
最
を
鞔
锥
す̂
た
へ
め
で
あ
つ
た
。<i

n
c
e
n
i

化
着
す
る
や
同
.要
塞
.司
令 

t
:
:
d
a
u
m

s'〖

i
將
箪
ビ
會
見
し
、：：
同
將
箪K
對
し
收
霞
^

の
#

大
&
の
：引
漉
し
？:
;
求
め
^
が 

> 
固

：ょ

グ

將

軍

は

.
頑

ど 

t>
'
.て

應

じ

な

力

つ

た1

隊
は
徽
®

の
'餘
6
同
要
霉
^
乘
：取
&^
/1
:
計
か
0 :
'
,氣
勢
.ぎ
取 

L
a

 

J
a
m
b
e

 

d
e

 

bois 

办
忠

言

墓

れ
て

®
却
.し
、：，
犬
&
幺
屠
れ
办
哗
に
市
民
を
.羅
怖5

ザ
贫
s

K

i

l
R -

歸
還
じ
记
が
、
尙
依
然
せ
じ
て
騷 

擾
h
业
於
ざ
ふ
後
奴
國
琢
嚴S

切
め
鎭
靡
次
れ
で
b
^

o
r s
-1
.

•;
:

'

へ
'
.
.
'
: 

ハ.

V

:

:

'

，へ

禅

座

み.敦
圖
f
c敗
北
じ
た
同
協
會
ぱ
茲̂

--
;
.策
を
案
じ
ぅ
飾
太
&

*
件
の
梭
め
於
歡
起
せ
ら
る.可
&
國
民
全
般
の 

歡
荀
ヒ
有
用
に
利
舟
す
が'の
#:
策
な
各
#

に
着
目
し
セ
；.

»
大
函
裁
_
|
1廷
啉
に
運
動
ゼ
羝
す
^
决
^
た
。

.

.：：
ジ
、

-
八
三
0
年
十
2
月
十
茏
0.
、シ
ャ
ァ
ゲ
十
：世

讅

觀

の

翁#
ば
*
族
院
记
於
略
で
.開
始
さ
れ
た
汐
裁
判
め
初
日
以 

來
民
友
®
會
及
び.si

m
b

c.c

の
指
揮
，す

るla. 

麥
に
其
旭
結
社
會
員
は
犠
院 

e

周
圍
に
蝴
集
し
た
>
,是
等
會
貫
‘を
中
.心
：？
し
て
、
：*
.セ
» .
燦
は
異
常
の(

數
^

_
し
た
oハ#
喚
怒
號
a

,々

大
E
を 

¥ :
'

1十

四

樣(
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四
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ブ
ヴ
フ
齡
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於

結

社
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號
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パ
ブ
タ
フ
主
義I

密

結

缻
、 

l
.
o'v

殺
せ
：ミ
叫
，び
，
パ
.
0«'

殆
心
ざ
_

拾
1;

べ
が
.ら

ぎ
る
M

如
ぎ
有
m

o

fc
。：

彼
等
は
公
判
開
廷

2

ハ
日
間
、

0
日 

s
a
i
s
M

grids 

:前
^
殺
到
し
.て
.裁
判
官
.を
威
か
し
、'
前
^
^
 ̂

.

.

討
論
終
結
し
’
' 判
決
言
渡
k

先
立
？

、
豫
て
法
庭
篇
意
さ
れ
た#:
靡

_

|

乘
.ぜ
'て
^

は
護
送
し
た
。
次s
■で
判
決
ば
大
臣
の
.死
：刑
を
要
求
す
る■
等
の
期
待
^,
裏
切
っ
て
¥

懲
役
を
要
求
し
た
。
暴
钕 

の
導
火
線
は
點
ぜ
ら
れ
た0
.
.暴

動

の

：
機

會

ヒ

待

づ

：
て

ゐ

た

協

會

0
#;
部

ぱ

武

器
3 :

_取

れ

^

叫
ん
だ
。？ 

/
市
街
戰
は
_

る
處
は
演
ぜ
ら
れ
た
。
ャ
反
徒
吵
勢
は
決
し
て
侮6
雛
ぃ
も
の
で
あ
っ
た.°
_
國

民

軍

所

屬

の

硇

兵

隊

は
 

豫
て
民
友
協
會
の
！

|

食
す
る
所
で
あ
ダ
、
：
>像
會
の
謀
反
^
.際
し
て
«■
援
助
を
與
へ
る
ミ
の
默
契
が
成0
て
居
っ
た
。 

協
會
は
.國
民
軍
砲
兵
隊
ど
相
呼
應
し
て
事
成
ら
ん
ミ
し̂
が
未
然
S

覺

し

，
て
：
遂
R
失
敗
し
て
し
？

.た
。

事
件
後 
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i
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c
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d
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a
r
d
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T
l
^
I
a
t
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S
a
m
b
u
c
,

 

A
n
d
r
y
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F
r
a
n
c
f
o
r
t
,

 

P
e
n
a
r
d
,
w

o
u
h
i
e
r
,

 

P
6
c
h
e
u
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 <f H
e
r
b
-

 

m
l
e
,

 

c
h
a
p
a
r
r
a
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o
u
r

 

d
i
n, 

G
u
i
l
i
e
y
,

 

c
h
l
i
n
,

 

L
e
b
a
s
t
a
r
d
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 G
a
r
n
i
e
r
,

 

D
a
u
:
a
n
,

 

L
e
n
o
b
l
e
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P
o
i
n
t
i
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は
騷
擾
主 

犯
者
ど
し
て
吿
訴
3
れ
た
0
.
.
' 

V

-

.

.

:

裁
判
は
，

1

八
三
パ一

年
四
月
上
句
よ
.
6
«罪
裁
判
所
^
於
で
行
は
れ
た
。.此
'裁
判
は
社
會
の
留
目
の
中
心̂
な
6
、

共
ネ
黨
內
に
は1

大
波
瀾
を
惹
起
し
又
共
和
黨
が
其
平
生
敵
視
せ
る
裁
判
官
の
而
前
^
於
い
て
其
懷
抱
せ
る
共
和® 

想
を
最
も
大
膽
k
且
っ
明
白
^
言
明
せ
し
最
初
の
機
會
で
あ
っ
たU
而
し
て
初
め
て
共
S

黑
の
旆
を
大
膽
k
飜
へ
す 

名
擧
.̂
象
っ
た
.者
は.

G
o
d
e
f
r
o
y

o
o
v
a
aq
-
n
a
c で
あ
っ
^
.
。

.
力
工
ィ
二
ャ
ソ
ク
は

«

く

可

さ

勇

氣

を

以

1
共

和

主

義

の

理

論

を

.裁

判

官

の

面

前

^
於
い
て
解
明
し
た
。
彼
の
態
度

基

ー

ロ

ひ

其

用

語

l
a
:ひ

、
到

底

费
t.
'事

の〗

出

來

：
な

い

：

.莊

：
«
:
ミ

-

-

--
-

-

-

-
-
-

-
--
-

-

-

-.
[
!丨—

： 

. 

- 

, 

. 

.

.

. 

. 

.

.

. 

■ 

. 

. 

會
の
中
に
在
っ
て
、
當
時.滕
：ち
誇
れ
;'
5
歐
羅
巴
め
'1
1
俞
，̂

*电
共
和
國
：を'宣
言
;|
,
た
人
士
中
の
ー
：人
1:
-
あ
る
0
彼
は

'•
a
力
を
以
て
是
を
，擁
護
し
た;:
0

彼

が

追

放

，
の
.十
.一
，
一

年

の

後

客

死

し

た

，の

.は
其
の
た
め
で
あ
っ
た
。
王
政
復
古

r
o

へ
も

彼
が
難
し
た
革
命
の
果
：實
を
佛
蘭
西
に
保
存
げ
る
の
止
む
無
き
に
到
っ
て
ゐ
る
の

^
、
.又
共
和
國
が
生
ん
だ
人
々
に

優
遇
.の
限
う
を
盡
し
てa

る
の
に
、
余
の
父
及
其
同
志.の
み
は
獨
{
、
他
の
多
べ
の
人
々
が
裏
切
っ
た
大
な
る
目
的

.の
^
め
^
若
ん
だ
。
彼
等
の
靑
泰
が
斯
く
大
膽̂
擁
護
し
た
典
和
黨
歌
、.令
や
老
朽V」

な
れ
る
彼
等
晩
年
最
後
の
名

擧
あ
れ
。
諸
蔣
、
此
目
的
は、
_其
故
^
子
ビ
し
て
め
余
の
鵪
ゆ
る
感
情
ヒ
關
聯
す
义
。
此
自
的
が
抱
X
諸
原
理
は
佘

の
繼
承
物
で
あ
る
0
研
究
は
佘
の
政
治
思
想̂

本
來
，附
與
せ
ら
れ
て
ゐ
る
斯
る
方
向
を
强
が
ら
し
め
た
。
他
の
多
く

の
人
々
が
禁
じ
て
ゐ
る

一

っ

の

言
葉
を
發
言
す
る
機- #

の_

遂
に
佘
^
對
し
て
與
へ
ら
れ
允
今
日
、
余
は
是
を
侗
等
の

誇
飾
も
何
等
の
恐
怖
も
無
く
、
衷
心
よ̂
且
っ
確
信
よ
，々

宣
言
す
る
、
佘
は
共
和
主
義
者
：で
あ
：る
^』

§
,°
.

■

崇
高
夺
る
：此
序
言̂

次
い
：で
、
觅
に
共
和
黨R
向
け
^
れ
た
る
總
ゆ
る
非
雛
攻
擊
を
縷
々
ミ
し
て
駁
し
た
る
後
、

最
後
灰
語
を
結
ム
で
謂
ふ
、

『

I

、
そ

れ

は

齒

民
I

り
て
、：層
雜

取

す

る

人

々

で

：_

ぃ
"。
：
虚

卷

國

民

の

_

護

者

£

5

託
3
れ
た
か
の
解
放
の
使
命
を
果
す
吾
が
祖
國
で
あ
る
。
そ
れ
は
諸
國
民
^
.
對
し
て
其
義
務
を
履
行
し
だ
全
佛
蘭
西

で

あ

る
,0
諸
恶
、
吾
等
の
た
め
に
吾
等
は
國
家̂
對
わ
て
.吾
等
め
：義
務
.を
栗
し
た
。
を
し
て
佛
蘭
西
は
常
^
彼
が
吾

等
を
必
要
^
す
る
事
を
發
見
す
る
で

あ

ら

う

。
彼
が
何
を
吾
#
^

要
求
す
る
こVJ

あ
を
も
、
彼
はそ

れ
:5
:
得
る
で
あ

ら
う』
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A
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圖
す
s

s

1

部

馬

I

か
つ
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。
I
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廷
S

て
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l l
l l

l
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鲁

I

純
f

石
：政
治
的
國
i

問

赛

觸

れ

た
k

l

ず

、
I

の

恐

し

气

裝

^
攻
る
台
^

ウ
ロ
少
->
ジ
ャ
の
問
題
^
は
菴
末
も
言
及
す
^
所
無
か
0
:た
。(1
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Uts 

d
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u
:v
t
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H
h
l
e
l
m
a
u
s 

の
指
揮
す
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la 

s

o

lo'Qauloise 

其
也
各
蜜
名
#
 
の
國
噥
^
学
生
し 
5
 

こ

が
、，I

篇

中

I

て

震

I

地
I

募

S

3

着

益

メ

重

等

洪
_

_

社

代

對

令

峻
f

l

取
締
政
策
I

V

臨
ん
だ
。
是
が

會
も
I

來
の
態
度
I

化
す
る
s

f

l

、l

公
f

活
f

 
J

事
I

I

井
し 

活
歡
は
«
表
而
^
現
は
れ
ざ
る
.の
み
で
.故
.然
热
、い

化

繼

貴

れ
1:
6 

2 

0
.

谆
育
、
合
S

、
.斤
'
.
’
'
：

ダ

連

i

つ
-
は

^

會
議
の
t

も

絕

黎
f

s

_
く
、
或
程
度
迄
尙
侬
然
公
開
的
の
も
？

の

、
.:
,
/炎

白

V .
を
^

 

6 

- 

s

f
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の
'み
I

白

し
'
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#
支

剖

の

如

会

逢
.汁
名
以
上
の
集
會
を5

事
I

ん
だ
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巴
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■
證

彦
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ノ

才
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，
ダ
ム
，

の
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陰
謀
®
ち

*
.
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,る
0ん

1

力
四
日
、
。：午
^11】

時
，V
W
'
}グ
:^
ム
；寺
院
;0
^
鐘
^>
突
如
、.ヾ
^

'-
/
2农
ま
し
{
鳴
響
5
て
已
里
市
民
を
聲
動
：
3
せ 

た
。
寺
塔
の
監
守
は
不':
»

の
餘
、
階
段
^
突
*

し
た
''
,3
然
A
R
:被
，が
夢
1
廻
廊
の
土
に
出
づ
る
ゃ
否
や
果
然
、
騷
音 

を
耳
^
し
、
續
か
て
短
銃
の
音
を
聞
い
た
。
監
守
は
直
ち
に
此
旨
を
當
局
に
報
じ
た
。
間
も
無
く
兵
士
が
馳
付
け
た
。 

同
時
に
豫
て
此
»
あ
.る
を
'«
知
，せ
る
警
視
總
監
の
命
令
で
、
'
多
數
の
警
官
が
急
遽
寺
院
に
至{
、
寺
塔
に
進
入
し
、 

探
索
.の
結
果
、
：六
名
の
犯
人
を
逮
捕
し
た
。
孰
れ.も
若
く
、
卑
賤
の
生
れ
で
あ0
た
0
犯
人
の
内Mfgtie 

S
稱
す 

る

1
名
は
未
だ
少
年
で
あ
つ
た;;
:
°
彼
は
慟
哭
し
て
、
自
己
の
無
罪
を
哀
願
し
、
總
て
を
自
白
す
る
旨
を
約
し
た
。
彼 

等
は
北
侧
の
塔
^
放
火
.し
た
。
火
は
旣
欠
高
く
燃
上
っ
尤
ゐ̂

^
每
斤
の
自
白
^
依
て
共
謀
者
が
七
名
で
あ
る
事 

が
判
明
し
衣
の
でf

る1

名
の
妓
座
^
努
め
た
#

果
.、.三
：時
間
後
^
:«
彼
：̂

#
捕
す
る
事
が
出
來
た
。
共

名

はo
。
彳 

s
i
d
^
e

ど
«

し

て

；此

；
陰

謀

の

主

遍

策

で

あ

：
っ

^

^

;

7ふ

：
：
.
、 

c
o
n
s
D:
ルre、

.，

は
賓
火
此
：事
件
の
主
ま
謀
者.で

ぁ
::
^
且，

っ
.中
心
人
物
で
あ
っ
た
：々
，：彼
も
亦
：其
典
犯
者^同
じ
く
、
激
越 

に
し
て
狂
暴
の
脊
年
沈
ぁ
つ.

^
彼
.勿
職
業
_を

實

ふ

允

裁

判

官

ド

對

し

て

、
跳

麻

職

業

は

課

皮

入

：で
：あ

る

；
^

答
 

'此
ノ
ォ
ト
.少
ダ
ム
©
陰
激
の
目
的
は
ぃ
鐘
を
打
鵰
ん
て
、ヾ

巴
里
贫
瀰
漫
す
る
不
#
民
の
各
圃
體
k
對
し
て
暴
動
の 

合
圖
を
與
へ
る
乙
ど
で
あ
つ
た-'
o
g 

.
併
し
^
:&
此
：陰
«
は
亦
«
友
^
會
0
於
け
る
'
0
^

^

^

£。，Gu
r
n
a
r
d
'
B
l
a
n
q
u
i
,

 

,?spail, 

‘ 

T
r
f
t
, 

T
h
o
u
r
e
t

 

等
-C
D
幹
部
の
意
圖
'^
出
で
た
^
の
：
で
，
無

く

 r

?-nsid.re，
P
e
l
v
i
l
l
a
i
p
o
h
a
n
c
e
l

等
の
幹 

部
の
任
意
的
^
個
に
.す
ぎ
な
か
つ
た
。
■

に

: r 

. 

' 

,
.
.
. 

' 

'

ノ
ォ
’
ル
ダ
ム
陰
謀
の
訴
訟
は
■
一

 

八
三
二
年
一
月
十
、
十
一
、
十
二
日
の
三
日
間
に
亘
っ
て
セ
ィ
ヌ
重
罪
裁
判
所

 

に

於

て
;#
議
せ
ら
れ
た
。
法

廷

に

は

民

友

協;#
^
法
®

R
a
s
p
a
p
G
e
r
v
a
i
s
'
d
e

 G
a
e
n
'
B
k
n
t
y

 Thouret, 

H
ubert,

第

二

十

四

卷

(

九
五一

)

.パ
ブ
^
フ
主
？

秘
密
結
社 

第六號一一一



f

 
四
.T

C

I) 

f

l

:

f

 
琴
 

.

漢

號 

ニ
ニ 

T
l
l
a
t
,

 

:
;
B
v§
n
i

a

-

:

l

i

l 

:
.
?
|
0
1
;
.

が
.沐
事
彿
.の
琿
累
者
ビ
し
て
出
願
し
、
同
協
會
の
發
行
せ
る
各
童
山
扳
？
 

就
て
說
明
し
た
。
，

'

{

:
,'w
a
l
l
lは

顏
-^
吾

々

姐

是

を

實

施

す

る

事

^
依
つV

、

最
皁
佛
蘭
西
紀
唯
一
人
の
不
幸
な
る
人
も
存
在
せ
ざ
る 

S

る
，
が

?

制

度

を

必

要

X
す

•
る

』

ゼ

。
谁l

a
t

も

亦

略
 

<同

«

め

事

を
;|
ベ
.て

謂

ふ

『

要

は
H

I

の

問 

題

げ

あ

るo
即

ち

ブ.レ

^

ー

エ

葛

す

る

.ず
i

 :

チ

の

：
藤

で.t

'、'
;換
言
す
れ
ば
平
民
.

S
す
る
^
^

あ

:6
。
.'
'
そ
れ
は
ー
，1千
哞
前
溜
人
ィ
キ
ス
を
し
て
磔
硎
死
し
め
次
る
問
題
で
あ
る

』

？

^

.

彼

等

が

陳

述

せ

る

所

は

唯

單

萁

湘

國

は

君

主

國

農f

や
否
や
の
間
題
I

 
く
、實
I

會
問
題
で
あ
つ
た
。
 

特
筆
す
ベ 

l

l

.:>
u

l

e

B

l

a

n

q

u

i

s

f

t

o

i

4

s

s

@

s

l

§

5

2

f 

ず

又

彼

が

屬

す

，
る

民

友

-«
會
の
思
想
上
£

け
る
轉
向
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

; #
胸

長(

被

告
k
對

し

て0—

汝

の

姓

名

、

年

擺

、
，
出

生

地

及

住

所

は

，
如

可

.

ブ
ラ
レ
キ
丨
f

 

•オ
オ
^

;

ト
•
ブ

ラ

シ

キ

ラ

字
 

.フ
ォ 

オ
フ
ル
ダ
、
M
o
n
t
r
'l
ff
i
九
十
六
*

:

:

:

裁
判
展—

汝

め

職

業

ぷ

如

何... 
-

フ
ラ
，ン' キ
n
 
.フ
ロ 

■レ
タ
ジ
.ヤ
.

.

裁
判
長
I
そ

れ

は

灌

で

は
J

ブ
ラV

キ
ー
卿
で
すV

、

そ
れ
は
職
業
■

な
x

f

あ
仰
I

で
す
か
。：S

は
自
己
の
：勞

働

で

着

し

而 

.ノ
ル
■

•#
£

*
奪
は
^V

.

ゐ

感

千

萬

；福

-
人

编

藥

で

あ

：i
.ま
ず』
葬

'*
-:
.

::
.

:

.一.

.
こ

‘ 

•
 

■

.

，夢

*

ぼ
1;:
7
ン
キ
は
^

い
^
省
潘
ズ
'»
^

ゼ
の
廉
.會
的
對
虞
を
述
べ
3
。
此
部
分
ね
殊
に
異
色
ぁ.る
1

で
.ぁ

る『

然
♦

乙
. 

;:
n
富
策
ミ
貧
者
飞
の
满
華
ヤ*
る

:«
者
は
攻
:#
者
な
る
が
故
に
侧
爭
を.好
ん
だ
の
^

*
る
。
.唯
併
し
彼
等
は
貧
者 

亦
抵
航
.す
る
第
を
惡
ゼ
考〈

て
ゆ
る
0 
:
 

• 

•

:
人
々
.は
プ
ヤ
有
タ
々
；々

金«
、
常
^
財
產
に
飛
び
か
、
ら
ん6
用
意 

ル
-
ぬ
5

^
贼
で
ぁ
る
ぞ
_

_
:^
る
«
を
01
:
め
ぶ
い
0
何
娘
で
.ぁ
る
が
。.

^

プ̂
^
レ
タ
リ
ヤ
が
特
權
者
の̂

め

 ̂

苟
瀲
縣
求
せ
ら
る
.
、
.の
'?
:
歎
逍
せ
る
が
故
で
ぁ
名0
ブ
.
.タ
レ

^

y

ヤ
の
汗
苦
で
裕
か
&C
生
•活
せ
る
特
權
者
、
彼
等
こ.. 

令

说

貧

激

書

爲
-;
^
艰
燦
來
: #
か
.淳
必
て
ゐ
.る
法
％
 ̂

0
;
!
^
.

者
；で
.ぁ
:6
;0
^

A
:i
l
が
*
性

; *
?:
裝

ふ

事

は

^

し

て 

音
^
始
汶
る
4

-0
:
.で
は
無
い
:.
:
>:#
ら
ば
幾
多
必
呪
難
ぶ
刑'«
ど
^
値
以
す
る
是
#

の
藥
;»
?
は
何
胸
で
ぁ
る
か
0..國 

藤
;^
十
：五
:«
の
.金
即
ふ
_
擁
薄
萃
遺
同
顧
5:
^

.»
へ「

1

'¥
萬
の
佛
;*
人
^

ぁ
る
。
而
も
&
會

の

ヵ

で

保

議

せ

，
ら

れ 

て

為

る

庶

有

者

は

：
ニ

.ー
ニ
十
爾1

る

：0
’彼

；等.は
；
聳

で

:'
&
洛
。
ン
是
が
那
ち
澍
建
的
諸.侯

？
彼
等
が
公
#
大
道
^
馨

し

*
悔
:4
ズ

の

.
鬪

爭

が

'?
见

：は

れ

童

ど

|
.
:

-'
;

.

:

,;rr.::
.::.', 3

 

ジ

I.
;
:
;
'
; 

:
'

■:

‘
 

。
ー-
.「

■■
■
.
,
,

■

M
.
'
. 
.

' く 

"

^

篇

^

の
顧
靡
は&

取
鮮
明
奶
蓄
著
キ̂

极
尤
描
ぶ
诎̂

き

^
る

::
:

^

■ «
'

代

儀

避
■

翁

.
移
^

'

_

變

，：,
u

l

 

.
C

S
T

%
r

戚
は
：代

霧
„

或
；る
有
_

霞

函

：
_

霊

込

：
む

迦
M

rc
D

.

#v 5
:

M

, i
^

^

务
火
义
民
义
寨
す
る―

―

禅
^

る
ぷ
の
礙̂

並
化
糜̂

ボ
：
ン
：

>

そ
不
«

の
: %
.
の
' 

ボ
考
.
ベ.
.
.次
o

1

れ

は

.
一

^

®

®

: e

)
囊

■

速
百
萬
; ^

勢

遍
; #

飞

袭

、
：
入
^

、
.粉
碎
し
て
双
罾
の
血
液
の
«
も
純
潔

衰

.戰
_

取

しy

是

を

慕
.權

者

め

血

管

謂

装

，

_

;6
顧

忍
^

,^
«

_

ぁ
'る

鼻

^ 

'「

ベ，

.
'
.孩
&

來
爾
政
繼
- ^

以̂

支
0 {
1

馨
撒
が
.

ブ
.
ロ
：ヤ’

, ^

ャ%

#

取
ず̂

«

^

^

粟
具
^
^
^
々

: €
1
十還

，
.
(

九

1

〕

、
_ 
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>
主

眷

潔
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ニ

」

〒
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宗

四

卷

；

(

堂

-ea

 

■

養

社 
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笫

六

：
號

：

二

二

四
 

ク
：̂

,
. $

,

^

^: a
'i
L
>: ^
»

.^
;;
R

^

^
:L
c
y 

6 ぁ

^

. 

は

^

^
シ

;>
^
.
ラ
ベ
ロ
；'

:-
^
タ

^

.
の|2
^
代

如

何

夺

改

革

を
 

#

: «
せ

沐

^

^

か

0

ブ
.ラ

\

キ
偉
ブ
；ロ

レ

タ

リ

ャ

の
_

放

•

^

產

階

_

の
^

*

%

ふ̂

る

が

如

&

姑

息

手

段

を

^

 

^

 

<
 

P

M

,

0

^

 

t

,
, 

,

, 

H

';.
-
:
/

;:

へ

遺f

览

淹

潘

乞

食

！

^

^
で

呶

鰣

■

事

士

 

_
業

變

欲

し
^

。
彼
等
爻
悅
货
せ
.る
.た
ぁ
れ
豪
奢
|

'-
>
 

^

ブ

翁

量
^

蕾

褡

^

て
.
.や
3

«
位
最
皁
,
題
で
*
無

ち

^

段
ほ
«
输
そ
^

る
»

:

^

«民

？̂

办

::
:&
で
.ぁ
^
。
_

民

：は

被

を̂
配
す
ー̂
法
#
を

制

定

ず.

事̂

'2
:
.要

求

じ̂

居
^
又
'將

來

：是

を

作

る

 

'ャ
あ
^

^
。>
そ

の

時̂

至
れ
ば
是
等
の
法
律
は
最
旱
彼.の
意
思
^
反
し
て
造
ら
れ
る
事
は
無
い
で
ぁ
ら
ぅ
。
是
等
の

 

.法
#
は
哝
の
:^
ぁ
^
造

-&
れ
:^
で

ぁ
:-
&
隊

.與

傲
1

目
.ぷ
^

そ

れ

は

彼̂
依
"
て
：
：
作

^
れ
^
で

ぁ

ら5
か
&
。

吾

i々 

出

來

心

於;&
出

：た

：
£か

逋

は

：れ

攻

い

逯

施

輿

龙

ば

强

ゆ

.る

權

刹

を.何

人
^
も

讅

め

荩̂

(

佛

蘭
.西

入

が

自

己

：裳*
形
態
を
^
釋
t
、
：
普

通

選

擧
^
依

-^
で
座
^

^
制
定
す
べ
^

使
命
を
有
す
る
^

表
者
を
任
 

命
.せ
：ん
.事
を
要
求
す
!-
5

;
此

改

革
'^
し
セ
成
*
せ
^&
'5
眼
1

.
赏
者
：の
た
.
.め
：
.it
*
者
を
剝
奪
せ
^
租
税
.は
忽
ち
廢
Jh 

せ
ら
れ
、•

是
ミ
反
對
の
：基
礴
0
上
に
建
.て
ら
れ
穴
他
の
制
度
が
是k
代
る
こ
せ
R

-2
:
ら
ぅ
。.，
宜

し

ぐ

租

税

は

、

富

者

 

也
典
へ
:る
た
め
仅
苦
し
め
石
ブ
：ロ
レ
タ
ソ
ャ
ょ3
徵
收
す
る
事
を
业
め
て
、̂

_
者
の
餘
剩
を
取
揚
げ
て
、
是
を
ば

鑫

.の
欠
乏e

ぷ

k
霧

出

來

f

な

つ

含

數

の
.霸

な

る

入

々

の

留
^
 

生
産
の
根

源
を
肥
沃
な
ら
し
めh

次
め
に
不
生
產
的
消
費
を
排
し
、
公
共
信
用
の
廢.ih
1?
:
漸
次
緩
和
し
、
血
膿
の
出
る
樣
な
支 

狒
の
苦
痛
を
i

s

げ
る
事
、'
.最
後
运
卯
所
の
悲
む
べi

s

代
ふ
る
S

動
的
の
人
：々

が
幸
蓮
の
要
素
を

吾
々
が
共
和
國
を
欲
し
て
、'其
以
外
の
も
の
を
欲
し
な
い
所
以
は
茲
に
在
る

』

3
.ビ
。

• 

-- 

. 

. 

*
. 

• 

X 

. 

; 

I 

V

•<
.
.
•
-
.
. 

.

.

.

..
'

-.
*

吾
人
が
ブ
ラ

ン
キ
の
陳
述
の
煩
勞
を
厭
は
ず
引
用
し
た
の
は
、
Z
れ
が
被
の
最
初
の
社
會
主
義
宣
言
で
あ
る
か
ら 

ャ
あ
る
。
彼
の
龀
會
主
義
觀
の
完
成
は
未
だ
尙
ほ
後
年
の
發
展
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
#
し
乍
ら
其
萠
芽
は 

旣
k
玆
R
藏

せ

ら
;n
て
ぬ
^

ど
考
へ
ら
れ
る
。

吾
人
は
乙
の
ブ
ラ
r
キ
の
所
謂
社
會
主
義i

且
言
の
中
に
パ
ブ
ゥ
フ
主
義
の
生
新̂
る
影
響
を
認
む
るも

の
で
あ 

る
。
彼
の
宣
言
はHr

i
b
u
n

 

d
u

 P
e
u
p
l
e

や

le 

M
a

B.feste 

d
e
s

昨
g
a
u
^
k
於
け
，る\

ブ

ゥ

フ

の

所

言

を

^

^

せ

し 

む

る

。.バ

ブ

ゥ

フ

は

『

«
民
^』

の

中

で

言

つ

て

ゐ

，
る

、

『

Z

の
平
民
ど
貴
族
、
若
く
は
貧
者
ど
富
乾

V」

の
鬪
爭
な
る
も
の 

は
啻
に
此
闘
爭
が
宣
言
さ
れ
た
瞬
間
ょ
：

3

存
在
せ
る
許
々
で
は
無
く
、
仑
れ
は
永
遠
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
或
者 

が
總
て
，の
物
を
取6
、
他
の
.者
に
は
何
物
.を
％
殘
5
れ
て
ゐ
な
いVJ

言
ふ
.贫
フ
な
制
度
が
發
生
し
て
以
來
始
ま
つ
た.
 

も

の
で
あ
る』

V

言
ひ
又f

.

平
等
者
宣
胄』

K
於
て『

久
し
& 

K
亘
つ
て
百
萬
足
ら
ず
の
人々

は
一
一
千
萬
を
越
ゆ

る
其
同 

僚
の
所
有
物
を
ば
自
由
に
し
て
ゐ.る
。
吾
々
の
子
孫
が
信
ず
る
事
を
好
ま
な5
.か

、
る
破
廉
恥
行
爲
は
結
局
廢
し
度 

い
も
の
で
あ
る
。
要
す.る
^
富
者
ぞ
貧
者
\
强
者
<
弱
者
、
主
人
ミ
下
僕r

支
配
者
ど
被
支
配
者Q

W
へ
難
い
區
別 

を
廢
せ
ょ』

？
言
て
ゐ
る
。§
'
是
等
_の
語
調
1

则
記
ブ
ラ
ン
キ
0
陳
述
を
服
合
す
れ
ば
：、
兩
氣
の
間
^
用
語
の
部
分
的 

異
同
は
姑
く
措
さ
，其
根
本
精
神
れ
於
て
一
脈
靈
犀
相
通
ず
石
も
の
あ
る
戴
は
何
人
も
否
定
し
猙
な
い
所
で
あ
ら
ぅ
。

5 

- 

- 

. 

■ 

• 

• 

.

. 

I
 

, 

.

.

.

.

. 

V 

. 

- . 
• 

. +■ 

. 

.
/ 

' 

.

. 

.

.
 

'

TT
I
し
て
此
事
實
U
決
も
て
.根
據
無
さ
落
想
で
は
無
い
。
蓋

しBu
o
n
a
r
r
o
t
i

のc
o
n
s
!
r
a
t
i
o
n

 o
o
u
r

 r
E
s
l
i
t
i
,

 dite d
e

 

B
a
b
e
u
f

は
旣
.ド

-八
ー
1
八
年
ブ
ラ
ッ
セ
,

k
出
版
せ
^
れ
ニ
年
後
即
ち1

八
三
0
年
巴
里
.に
出
版
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

.
第
二
.十
四
卷'

.
C

■

五)

.
イ

ブ

ゥ

フ

主

考
 

•
■

第K

號
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ニ

五
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卷

パ

ブ

ゃ

フ

■

秕 

—

ニ
六

フ

ォ

p

,u
.

(

:'
'-:s

:'
f

フJ

フ
v
:;
:
大̂
革
脅
勿
®
■
没
彩
：るX

ソ
:!
>
々
陰
謀
：の
秘
史
は
好
_
R
:闡
明
：̂
れ
た
o
此
書
が 

.

.，フ
ニ
フ
.デ
ス
眞
會
职
lM
'R
及
一
::
«

1

1嚷
,

^
逾
イ
.は

姑

.<
#

ぜ
ず
ど
す
る
も

，
ブ
ラ
ン
キ
が
此
書
ど
貪
讀
し
、
バ
ブ
ゥ 

办
生
義
の
^
息

'^
肥

摑
し
得
炎
-.
*
媒
雅
測
オ
;-
>
5に
;»
?:
<
如
«

い
。

:i
n
之
、
、ブ
-フ
シ
キ
が

ブ
ォ
ナ
ヤ
ッ
チ
の
佛
國
入
來 

讀
_
诞
い
观
を
訪
调
し
た
礙
前
«
せ
1
*

$

あ

斤

勿

親

-«
«

體

艽

釙

す

る
#|
:
:
評

の

如

ゆ

發
 

3

如

く

全

く

ナ

ン

-
モ
.ン
思
漶
批
負
夂
も
の
.で
為
.る
务
名
知
ち
ぬ
^

レ

傾

い

て

S

事

は

舊

现

な

い
-：
0
吾
人
は
ブ
ラ
¥

仏

飞

の

で

篇

い
.

*
何
人「
の
影

';
»

ょ
3

彼
の
影
響
^
最
^
著
し
い
ど
考
へ
:6
の
み
で
あ

る

。卿
か
過
言
の
嫌
 ̂

*

る

'^
:;
:

?ラ
.，ン
キ
は
^

-: ^
十
三
:#
時
代
の
本
等
主
義
者
の
模
微
者
に
す.ぎ
な
办
り
/2』

§ 

X言
f
 

の
言 

は
決
し
沈
根
據
攻
る
獨
斷
で
從
無
い
、ど
思̂
;0
':
:

.

;

:

.

b

p

:

:

,

.'
■ 

.
,:•
•
ン
 

-

. 

- 

,

.. 

. 

* 

.

... 

..、

. 

.
.
.
.
.
.

. 

.

.

. 

ー.
/\
.三
ニ
年
六
刀
五
,0
、共
和
黨
の
名
士
卜
|

,

|
將
軍
^
^
^
^
^

靈

領

籼
S

詹

乞

H

て
、
' 

i

f
將
軍
の
葬
儀
當
日
姦
し
て
暴
動
を
起
す
事
を
決

i

す

る

爲
I

日
こ 

於
：&
义
各
猶
社
の
部
磐
?:
決

定

.^
た
。
，
.

遭

の

如

く

、
！ッ

マ

將

軍
.の
，
扉

儀

行

進

中

一

营

騷

擾

の

幕

は

切

っ

て

；̂
ぶ

れ

た

。

葬

列

は

_

暴

動

ど'® 

じ

て
し
ま
？
：お
。，政
書

は

此

事t

そ

潜

かk 
_

し

約

一

一

萬

西

千.

S
隊

隹

備

し®
 

S

社

其
# ;
に

對

し

ても

雄
權
を
潜
ス
せ
し
めV

是

篇

ふ

：る
：所
,

Q

り
た
。；暴
動
は
猖

_

■

■
が
、
：味
方k
於

け
'る
銃

率

の

缺

如C、
七

.•

..
•-

 

.

'

.

'

- 

.

.

.

.

.

.

.

. 

,

月

革

命

以

來

頻

瀠

す

る

暴

猶

タ

困

憊

し

嫌

壓

せ

る

國

民

の

公

然

た

る

敵

愾

心

に

氣

勢

を

そ

が

れ

聲

六

日

に

苴

る

暴

動

 

も
政
府
.の
た
怂
紀
悉
く
鎭
定
3
れ
て
し
ま
つ
た
。

此
暴
動
の
數
週
間
後
そ.の
餘
波
ど
見
る
ベ
き
騷
擾
が
七
月
革
命
の
第
二
週
年
祭
に

A
r
c
o
l
e

橋
畔
で
勃
發
し
た
。
 

勿
論
大
：事
^
至
ら
ず
し
.て
雛
無
く
鎭
定
^
歸
し
た
。

I

.
 Ar

c
o
l
e

橋
畔
の
騷
擾
は
.一

八
三
o

年
七
月
革
命
以
來
續
發
しS

?

る
暴
動
の
最
後
の
も
の
で
あ
る

VJ 

言
ふ
事
が
出
.來

气

勿

論

爾

來

：騷
擾
は
悉
く
影
を
潜
め
て
し
ま
つ
た
の
で
は
無
い
が
、
尠
く
ど
も
、
暫
く
巴
里
^
休 

息
を
與
ヘ
气
斯
く
共
和
黨
の
無
ヵ
に
依
て
平
和
が
巴
里
^
歸
る
ゃ
間
も
無
く
、
暴
動
に
代
る
他
の
議
行
爲
が

g

 

始
せ
ら
れ
た
O

IH
面
ょ
々
、堂
々̂

戰
ふ
能
力
無
き
を
自
覺
し
た
結
社
は
、
暗
殺
に
其
代
償
を
求
む
る
^
到
つ
た
の
で 

あ
る
。
彼
等
の
恐
嚇
は
爾
來
十
六
年
間
國
王
及
を
の
一
統
?:
追
及
し
た
。

第

一

囘
の
晴
殺
は一

八
三
一
一
年
十
一
月
十
九
日
のn
。̂

を

P
istolet

事
件
^
し

て

知

ら

れ

て

，
^

る

所

の

も

の

で
 

四
名
の
：共
和
黨
員Be

r
g
e
r
o
n
,

 

B

S

O

F

Girou, 

§
1

|
が
共
謀
し
て
同
日
開
院
式
^
臨
む
べ
く
チ
ゥ
レ
リ
ィ
王
宮 

を
出
た
國
王
を
狙
擊
し
た
事
件
で
あ
つ
た
。

.其
後
.、
民
友
協
#

は
殆
^
ざ
昔
日
の
顆
氣
を
失
ひ
漸
次
襞
褪
の
道
を
急
い
だ
。
而
し
て
環
境
の
變
邀
R
對
し
て
同 

協
會
が
嬋
ヵ
あ
る
適
應
性5-
'
:
發
揮
せ
ぎ
る
.限
ヶ
、'
财
狂
歡
を
旣
倒
^
'返
す
事
は
到
底
望
難”
事

で

：
あ

つ

た

.
。
，
，
即

ち

酞 

想
的
轉
向
k
甚
く
協
會
內
部
の
不
統
一
、
乙
れ
が
協
會
衰
微
の
根
本
原
因
で
.あ
つ
た
。
而
し
てV

ブ
ゥ
フ
主
義
の
聲 

^
ば
慠
亿
此
勢
を
助
成
す
る
も
：の
で
あ
つ
：た
事
ば
明
白
で
軚
る
0

「

八
三
ニ
年
.の
末
、'
同
飯
會
^

分
子
.Bl

i
l
i
®
,

 Lnbon; v
i
l
r
t
e

は
斷
乎
ど
し
て
自
& Raspaii,

の
代
泰
帑
る
_
和
主
：«
の
_

、
-5
'
:
'
&
を
宣
‘言
し

.f
'
r十
四
き
.

(

九
恥
七 

>

.
バ
ブ
ゥ
ク
主
雜
せ
秘
密
故
瓧
. 

0
%

一
一.七
.
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，て一

A ;

.でt
ぞ
ゥ
.フ

主
義
办
影
響
5:
:
取
入
れ
'て
“

_
ち
勿
.論
剛
撳
會
,

べ
六
4
ぞ
の
；典
產
翁
.霧
訊
動
5:
:
;
踏

製

す

ふ

意

圖

比

尙
 

全
ぐ
無
が
つ
た
け
れ̂

妃

勘
ぐ
(1
'
も

^

>
ー|

*

0ま
0

の一一

一

日
ふ
が
如
ぐ
、
：
バ
ブ
ゥ
フ.的
麻
語
ど
傲
用
^;
み
^
到
づ
た

事

ば

.-爭

ぺ
.■

な
一S

T

t

v

i

'

:

-
 

, 

•
,
.

( 

' 

,

.

.

.
民
友
協
會
は
.I
八
.三
四
年
の
法
律
發
布
ぽ
至
る
頃
迄
唯
僅
に«

%
於
保
掸
し
も
办
た
？
，人
權
協
會
の
勃
專
と
电
に 

共
和
黨
.の
重
心
も
漸
次
此
像# -
:
0-
た
め
_

_
は
れ
て
し
史
.つ
：た
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^
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 .S
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蒙
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S
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旣
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年
以
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瘸
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部
隊
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狀
態W
於
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い
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、
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友：

〔
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代
令
殊
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六
戽
五
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寥
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敗

：

3
 

,て
：I

協
會
I

導
的
地
f

立
I

養

1

5

^

I

,
 

I

S

S

P
 

孰
れ
1

權
協
會
I

.
つ
—

次 S
.

で
'：

p
i
e
l
:
f

 

O
U作

R

f
 

I
 

協
會
の
最
進
步
分
？

代

表

す

ベ，V 

L
e
b
o
n
,

 

v
f
t
e
,

 

L
a
g
l
e
,

 

c
a
u
s
s
f
.

 

K
e
r
s
a
u
f

 

D

l

l

i

.

g
 

s

®

f

 

f

-

I

t

し
て
、
共
和
黨
の
歸
趨I

右
す
る

s

 

っ

ナ
f

中
特
筆
す
.へ
さ
ば
此
新
結
社
の
結
成
分
子
が
大
部
分
學
徒
及
勞
働
者

ょ
▲

成
っ
て
ゐ
た
事
で
あ
っ
た
。⑴

人
傭
協
會
の
紙
織
編
制
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
最
高8

部
£

て

中

央

委

員

舍

が

专uirecteur 

S

す 

る
十

—名
の

，
委

員

是

を

組

織

す

。

.

.

•

其
忑
十
ー
.一.名

ー

の

郡

區

寶

c
o
i
s
s
a
f
r

 

c
r
a
r
r
o
n
d
i
s
s
l
n
t

が
あ
办
各
委
員
孰
れ
名I

郡
?:
統
率
す
。

S

四
十
八
名
：の
市
區
娄
員co

m
m
i
e

 
d
e

 
q

l
e

r

あ
4

、
各
市
區
を
指
揮
し
、
郡
區
委
員
纪
服
馬
す
。

市
S

S

下
'
S

班

長c
h
e
f

 d
e

 

s
e
c
t
i
o
n

副

班

長SQUS-chef d
e

 

I

o

n及

伍

長
f

i

n
次
い
で
班 

員 

sectionnaire 

が
あ
る 

o

ノ

中
_

員
は
絕
對
多
擻
制
k

?

f

 

S

U、
.

5
用

每

漏
1
1
1分.一 .

を
i

す
、。
各
寶
の
席
次
は
故
參
頁 

位V
J

し
、
•#
選
を
妨
妙
な
い
。
 

丨

協
舍
は
其
構
成
細
胞？

.班
'

多

皇

I

十

名

の

班

員

ょ

矣

气

各 

々
特
異
の
班
當
有
し
、.各i:

名
の
班
長
副
長
、
及S

看

の

伍

長

の

指

詈

仰

ぐ

。
各
賞
は
總
て
班
の
絕
對
多 

•數
.

l

i
出
t

名
。
：：I

著

.を
二
十
名
以
I

制
限
し
、
备
班
夫
々
名
稱I

k
す
る
I

れ
％
當
時
0
法

律

の

規

定

ず.る

修

濟
^ ;
^
觸

ぜ
^

る
|2
;:め
，の

用

意

；に
出
で

」

た
.も

：の

で

ぢ5'

,

■

,

:
■
备
班
の
職
務
は
# !
通
秀
§
如
さ
.順
序
で
行
ぱ
枚
る
芩
先
づ
班
勛
：
.の
崁
#
點
乎
^

«:

 ̂

式
代
移
$

其
れ
ょ
を
新
候
柳
者
め
物
色
、
豁.議
、推
薦
を
#

4;
#

候
補
考
の
»
斥
は
マ
5'
に
依
：て
是
.を
^
^

出
來
.る 
<

 

協
會
は
新
.候
補
者
(:
對
し
.
.て
協
會
.の
規
約
匕
權
利
宣
|
日
書
を
讀
务
聞
か
如
る
。，
班
員
相
互
‘に
明
白
な
同
意 

?:
得

る

事

が

班

員
*|
入

の

先

決

條

件

で

あ

つ

 
'た
o
か
く
し
て
一
度
入
班
許
可
せ
な
れ
ば
、
直
に
宣
言
書
ど
規
約
の
配 

布
を
受
け
る
。.
時
折
、
'
班
員
の
集
會
を
催
じ
 

> 
或
は
理
論
上
の
問
■

，

し

，

藤

は

實

斷

問

題

^

關

し

..て

隔

意

無

さ 

討
論
を
行
ひ
，
殊

崖

働

者

の

た

_

は
舞
踏
意
開
く
 

o
新
班
の
行
動
が
法
•の
甚
準
ヒ
じ
：て^ :
有
力
.

I
故
參 

班
員
の
感
化
ま
練
.
傲̂
づ
事
ぱ
勿
論
.で
ぁ
5'
:
が
其
最
布
効
の
方
法̂

^
て
ば
薇
籍
の
出
版
、
：並
に
典
和
思
想
.に
好
都 

合
な
'る
新
聞
雑
誌
一
の
勝#
即
'ぢ
是
で
あ
る
。

r
」
.
：

.
'
;ぺ 

' 

r 

s
'
:

遺
立
當
初
中
央
委
貴
の
»
觸
は
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t
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の
，十
一
名
で
あ
つ
た
。 

'
孰
れ
も
或
者
は
高.S

社
會
的
地
位
を
富

、
或
者
ば
學
識
豐
が
S

見
凡
な
ら
■ざ

.を

是

等

委

員

の

指

導

機

宜

を

得
 

て
、
人

權

協

會

は
©'
足

の

翁

風

を

遂

げ

、
其

勢

力

は

齋
'る
^

§..

も

の
を

が

つ

た
;°
:
當

時

、_
謀
5:
-
*:
'
破

じ
->
'
.
:
直

ち

に 

是
を
5«
歷
す
る
^
高
名
あ
0.
た
警
察
常
.周
の
1
1人

役

者G
i
s
q
u
e
t

及
.
o

l

e

r
は
增
大
し
行
く
人
權
協
會
の
勢
力
を 

探
知
し
て
、
其
撲
滅5:
'
圖
.ら
ん
年
せ
^
に
不
拘
'
人
權
_

劊
員
に
觸
法
の
_

_
し
ビ
認
故
把
司
法
當
厨
の
報
吿
^
逢 

ひ

.

馨
察
.常
局
.は
寶
人
權
險
會
の
發
展
を
袖
手
傍
觀
す
ふ
外
比
無
か
つ
た
。
雪
の
此
寬
容
に
乘
じ
て
、
協
會
の 

勢
力
は
頓
S

大
し
'
新

觀

ま

形
■

急

、.
.
f

'月
t

て

其

勢

力

塵

樣

威

す

べ
^

第
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H

當

咏

人

_

故

會

凰

の

挫

鼠

歐

非

常

^
聚

儆
^
る

^

が

敵

办̂
る

-̂
に

到

ぢ
^

曜

雜

諶

ぬ

投

穑

ず

る

、
共

和

：黨

員

以

如

 

&
は
安
ん
じ
て
其
署
名
の1
に
&
社
备
也
咻
3
.だ
が
言
は
れ
て
ゐ
る
.
。
8 

”

.
'
:
/
• 

權
協
會
5:
3
で
撕
{
長
足
の
».
風
5:
遂
げ
し
め
忆
_
厫

因
^

^
や
は
_

^

'其
の
：珣
到
に
.レ
セ
.且
0
戌
妙
な
る
：
 

運

勢

法

^
擧
げ
乾
げ
れ
！

S

 

な

レ

あ

:̂:
-
;
.
一 

- 

.

,
: 

....'

其
避
動
方
法
の
第
.一：
着

步

を

レ

て

.
、
、
多

_

の
像
會
配
屬
齋
貫
會
の
存
祖
せ
る
地
方.に

，一.»;
:

、
'

〗

其
&
動
ヒ
^
底
匕
す 

る
事
？
次
ぎ
は
殊
に
勞
働
階
級
の
、間̂
宣

傅

し

て

'

彼

ゆ

中

に

派

又

蕃

5:
求
め
る
.事
即
是
で
あ
る
。
：
：
'

;:
-
地
方
^
於
け
る
運
動
徹
底
化
の
方
法

W

し
て
は
曩
K
 

"
A
i
d
e
-
t
o
^
^

(

>
§

0̂
 ̂

Pour-Ia. liberty d
e

 

Ja 

p

i

ろ
.等
の
結
社
が
地
方
開
拓
の.た
め
.中
央
篓
貢
# ;
ビ
地
方
委
員
會
ど
.の
，間
に
永
久
的
關
係
を
確
立
せ
んビ
企
圖 

し
た
故
替
に
.倣
ひ
>

人
徵
協
會
は
更
に
是
を
，改
善
し.、
完
成
し
た
。
即
ち
人
權
協
會
の
中
央
委
員
會
は
屢
H
囘
狀
の
中 

で
塊
方
通
信
員
に
對̂

?
中
央
委
員
會
^
地
方
委
貫
會
ミ
の
» .
信
缺
如
ょ
ヶ
生
於
る*;
^
し
さ
缺
陷
^
,傲
く
ま
で
|
3
, 

摘
し
.、.
此
缺
陷
fc
充
た
ず
方
法
^
し
て
廣
沉
な
る
®
信
綢
を
敷
亂
3
>
.
,
令
：國
^

且
0

ね
る
。
中
央
委
員
會
は
又
共r1

助
^
し

和

思

想

に

共

鳴
.ず
苓
地
方
新
亂
雜
誌
ば
も
逾
氣
を
取
わ
、
總
て
の
會
員 

に
對
し
て
宣
傅
向
.

小̂
冊
子
?:
.送
'達
ず
る
^
努
め
た
の
'で
あ
る
0ど
ぐ
：.
.
7;;
'
-

n

*

協
會
は
#
蓮
#
の
自
標
を
勞
働
階
級
に
®

5

，̂
囘
狀
の」
中
で
||
:

ふ
-!
.
'

『

諸
君
は
是
等
の
掛
版
物
を
ば
諸
君

の
周
圃
に
於
で
>
:可
及
的
に
^

0
主
ヒ
.し
て
勞
働
階
級
^
間
^
癖
布
し
な
、け
れ
ば
な
ら
な̂
。
彼
：等
勞
働
階
級
は
他

の
鞴
て
の
階
級
に
比
し
て
遥
か̂
純
.心
で
あ
6
且
つ
献
身
的
で
あ̂V、

而
も
又
他
の
總
て
の
階
級
以
上̂
敎
#
ミ

文
. 

化
.̂
>を
.必
.要

<
^
せ
$.
:
;̂,
の
.で

あ

る』

;̂
.。
的
：

A
. 

^

^
蓮

動

方
-&
像
果
然
_
功
じ
^
^
:同
協
會
を
ー
し«
異
常
の
發
達
を
遂
.げ
し
め
、
.
|八
5
三
年
に
は
約
五
.千
名
の 

食
員
^
»:
^
ふ
.
至̂
令
た
。€
:
.併
し
^:
ら
茲
R
法
意
す
.ベ
&
事
は
■.是
等
の：

會
置
が
必
；ず
1>
も
，同

|
.
:
感
情
に
^

そ
は
.居
*

か
つ
た
事
で
あ
る
.0
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:

「

ハ
吾
人
は
曩
に
> 
各

班

が

法

綱

を

潜

を

按

め

*
ば

官

憲

，の

判

斷
^
課
&;
^
冷

が
_
的

で

夫.
が

相

異

れ

ざ

着

^

|

有

す
 

る

旨

を

述

べ

：セ
@

い
/2
。
ヴ

併

し

吾

人

：の

觀

る

所

^
依

找

ば;'
^̂
^̂

來
す
多
も
の
で
無
-<
;(

各
班
が
.
_々

遵
奉
ず
^-
思
想
傾
向
0
片
鱗
を
晴
示
す
る
も
の
で
は
無
い
かe
思
ふ
。
換
言
す 

れ
ば
各
班
名
は
、.多
：か
れ
、
少
か
れ
、
其
實
を
示
す
も
の
で
は«

い
か
^
信
ず
る
。
其
名
稱
の
著
し%
4

の
1
擧
げ 

れ
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-
-
.
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r
e
s
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.IE
名
の
.相
違
ば
各
遵
泰
思
想
办
異
同̂

潜
か
忆
物
語
ゥ
で
磨
次
の
ぼ
興
趣
尠
：
1>
:
-も
し
漀
$

-\
9
^
^
^

會
は
61
把
最
初
W

か
抱
擁
&

ざ
各若

>> 
ば
抱
擁
すf

が
&
ず
％
^
麗
分
乎
釤
抱
撖
し
#

&
だ

ネ

妙

め

啟

歉

上

_.の

卸 

異
が
縱
令
大
幹
に
觸
れ
ず
、*
枝
葉
末
節
の
小
異
に
止
ま
つ
て
居
る
ど
し
て
も
、
枝
葉
は
'成
長
し
て
、
過
幹
を
動
搖 

せ
1>
ひ

を

に

到

^

。
，

j

見
堅
牢
不
拔
の
觀
あ.

CS

し
人
權
協
會
の
後
年̂

於
け
る
動
搖
の
萠
芽
は
夙
に
其
當
初k
.於
て

パ
第11

十
-

S

卷

(

九
六
.§:
パ
.ブ
ゲ
ナ
主
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.
-
^
^
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解
六
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一
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。
人
權
彦
の
一
理
想_

母
_

晨

友

■
會
の
#

同

震

曲

富

象

、
：：

唯

養

要

私i

f

看
故 

す
べ
'

S
は
i

者

が

徵

者

货

し

蒙
■

鮮

明

倉
S

實

鉴

趣

.翁

握

せ

螽

で

ぁ

る

力

此

點

■は
明
か 

S

和
S

飛

躍

的

進

步

蔬
I

け
れ
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い
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社

は

從

來

の

肅

社
I

質
的
2

點
5

て
區
別
せ
：着

I

新

猪

社

產

義

麗
_

提
示
せ
ん
I

し
た
最
初
：S

社
で
f

、1

,

人
權
協
會
.裏

1

磓
會
理
想
は
漸
く
具
體
的I

々
且

て

蕩

窘

綱

領
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形

式

を

採

る

暴
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:

人
權
協
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の
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領
は
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和
霞
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歸

於
い
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違

認
せ

ら
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ゐ
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心

患
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印
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權
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總
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M
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顧
民
算
:^
全
國
揭
を
.包
含
し
、
且
つ
同
诗̂

訓
猶
ぁ
6
敎
育
ぁ
名
軍
隊
を
供
給
す
る̂

必
要
な
る
諸
條
陣
^
精
兵 

^

1
-#
!#
ム
以V

、

掘
浪
軍
を
生
產
^
無
益
の
も
の
た
ら
し
め
ず
、，.
又
公
共
的
自
由
に
盡
粹
せ
し
め
、
且
つ
何
等
か
特 

_

の
漫
更
ぁ
..る
場
合
.の
外
、
國
揭
共
®

の
權
利
即
ち
選
擧̂

依
允
是
を
姐
猶
す
べ
さ
第
。

:

‘
，
.妞
會
敎I

月
は
進
涉
^
;«
_

^
る
思
想
を
^
有
す
^
や
::
5
靑

: ^
を
準
備
し
汝
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め̂
は
.國 

民

允

對

し

，
て

、
，

.迷
信
、.

獨
占
、，
等
を
除
去
す
ベ
&
道
德
的
職
務
を
行
ふ
ベ
さ
小
學
敎
員
の
職
能
を
特

R
重
耍
視
し
な

一
け
れ.ば
な
.

な̂
い
.;;
0

:■:
-

丨

'
:
. 

. 

. 

 ̂

.

财
歲
環
浪
は
賓
困
者
の«
稅
.に
沘
戈
る
.べ
令
で
.は
無
，く
、
勞

働

雪

救

濟

し

、:失
れ
^
資

金

.
の

援

助

を

與

へ

泛
 

«

:^
メ
■

源

：.
?
:
.豫
算
案
^
認
.め
な
け
れ
.ば
.な
ら
な
い
。
 

•

' 

:司

法

制

度

に

廣

钒

攻5

潘
麵
め
上
に
廳
集
せ
ら
れ
た
陪
審
宫
の
制
度
を|般
化
し
、
法
典
の
修
运
並 

セ
雄
純
化
^

打
a
、
治
安
.纖
l

B

k

*

^

.
て
，

J
*

■

通

^
の

靈

は

、
，
勞

働

濃

の

響

を

®;
し

且
り
、
' 社

脅

的

利

害

關

係

.の

發

展

k
社
會
的
勢
力
及
び
社
會 

_

才

會

を

參

加

せ

し

む

べ

^
最

善

め

分'
*
及i

び
.注

連

物

.，の

最

善

の

分

配

を

實

現

す
る
た
め
貢
献
す
る
所無
け
れ
ば
な

ら
如
。'

こ
^
^

 ̂

:

.
r
: 

: 

.

.

■.
. 

. 

v
v

\
-
.
.
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.
■
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.■
■
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"
-
: 

.
:
.
.
. 

■ 

: 

. 

■'
’ 

， 

.

.

.
-

丨
諷
立
の
不
幸
な
る
影
響
に
代
ふ
る
^
，
人
的
自
由
の
結
合
を
以
て
す
る
た
め
組
合
の
開
發

^
カ
め
な
け
れ
ば
な
ら

5

^

0 

.

. 

.

.

. 

. 

'

讓

十§
1
1
—
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?

^.
義

:s
l

#
.
: 

: 
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：

i

:

i
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i

.
,常
.設
調
鸯
會
議
並
.常
設
改
善
會
議
は
國
民
の
承
認.を
傷
け
ざ
る
限
々
公
共
的
機
關
の
改
善5:
準
備
し
な
け
れ
^
な

-
S
t
.
-
.
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. 

- 

k

.

^
霞
は
最
後
^『

歐

：羅

巴

諸

國

民

，
の

間

^
國
民
主
翁
、
相
互
の.保
»

、商
業
の
敗
對
的
自
由
並R
完
全
な
る
對
等
關 

係
に
»
く
聯
邦
の
«
成
^
カ
む
べ
さ
事
5:』

要
求
し
て
ゐ
る
。
§

>.

，.ノノ
 

+
.
.
.
. 

,
 

-.:■..
 

■./.
 
y 
■

 

.

.
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.

.

.
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-

.

'
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.

.
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I 

. 

.

.

、

漱
會
ま
廣
满
; M:

0
.
;
H

/'
更
沐j「

七
^

1
ー
年
々
ベ
^
ダ̂

テ
ル
が
國
民
必
看
來
. «
出
し
允
.人
權
宣
言
を
綱
領
ど
し
て 

追
補
七
^

5

其
意
.士

: 1
協

:,
#
內

都

に

於
け
ネ
凝
'的
: ^
翁
を
；猨
和
1
併
せ
て
其
絲
—.

-5
:
齎
ち
す 

然
ら
ば
斯
.、
一

る

目

的

の

た

め

道

竟
.-

<

;;
§

旦
賓
が
採
擇
遺
_

は

梁

し

て.食
：俯
な
る
理
由
k
甚
く 
％

ので
， .

あ
，
.る
. 

か
。：中

央

委

員
-#
自

も

是

を

說

明

し

，
て

'日

ぐ

、

 

.

.<'
ベ 

『

此

.
箕

霄

書

め

る
文
明
の
目
的
、
蹲
て
の
人
間
の
幸
順
並
黑
存
。
保®
、
：自
由
、
進
_

、
.
平
等
、.
連
帶
、•

人
間
並
k

國
民
相
互
間 

S

愛
、.法
律
上
及
道
德
凑
定
せ
らS

つ

有

效

装
f

.
れ

財

產

。
國
5

主

權
.：
摄

.選

擧
,
M

て
の
.

;®
灌

參

、'
翁

力

霞

法

贊

馨

^

の
宗
赞
的
服
從
、
滕

迫
^

—
す
る
抵
杭
へ
結
刺
權
、_請

:«
權
、
出
版
其
他
の
方
法
に
依
る
意#
の
自
由
發
表
權
、
累
進
税
、
全
市
民
の
普 

通
敎
智
等
：總V

の
事
物
が
.充

君

倉

明
せ
名
れ
て
ぬ.る』

§
'
.

'
:
:
•

:
'

是

等

の

_

領

が

ー

「

度
公

表

せら
る
、
や
、
k

威

精

X

於
い
て
縦

令

相

漢Z
I

れ
、
孰
れ
も
均
し
く熱

狂

的

化

歡
 

迎
せ
ら
れ
た
。
人̂

協
會
殆
んV」

總
て
の
重
要
都
市
、
巴
里
の
殆
ん
ど
總
て
の
街
：

ょ
； .CV

は
加
埤

#
 

一
 1

:^
'R
_
 

s;1
:

:&
;g
'0
::
f

:.
^

:#
- 
ブ
W 

^
;,
7
.
梦 

^

;̂;
0
出

版

者は
此
宣
言
書
k

:»
;u
.て
極
力

视

詛

罵

晋

..

!;
!
诹
上
^

_
つ
4

鋼
領
の
大
要
は
盡
令
れ.る
が
.、
更
に
同
曝
會
の
思
想
顧
向
の
群
細
は
民
友
協
會
の
場
合
ど
均
し
く 

人
權
協
會
の
名
に
.

^

て

出

.
版

^

れ
た
宣
傳
小
册
，子
に
是
を
求
め
な
け
れ
ば̂
ら
ぬ
。
：

.

ぺ
：.

等̂
小
*

耳
の
!*
調
が
^
述
幽
領
^
於
い
て
表
明
せ
ら
れ
た
る
原
理
で
あ
る
事
は
勿
論
言
ふ
を
俟
た
な
い
の
で
あ 

::'
'
5が
妓
^
は
觅
に
典
_
的

;;
«
職

'5
:
丹
精
し
允
、
^
を

艰
' ^

出
來
る
。
例

之
、
启
然
隹
、
一
自
然
的
宗
敎
、
自
然
的
眞
理
等
：の
言
辭
が
頻
I

用

a
.ら
n

て

ゐ

る

の

る
。
_

.

1
/\
三
，1三
.年
發
«
の
.：'
-0
?

1'^
叫
&
^
.
:
€
題
す
る
:«
名
.の
小
.册
..子
は
謂
^
.
.
,

.『

總
ズ
-#
&
な
る
政
'治
組
織
.は
總
て
の
人
間
は
平
等
な6

£
ー
日
ふ
此
根
本
原
則
の
，上
に
建
て
ら
れ
る
。.

.

.

.

.说
源
则
.VZ
そ

、
；
決

：し
4
白
遭
を
提
れ
.ず
、
,'
'
吾
人
の
大
»
に
法
顧
も
得
る
■

の

遠

で

あ

る
o
蓋
も
此
原
則
は
自
然 

的
眞
理
.の
象
徵
で
あ
一>
0か

-&
で
あ
^

::
;
°
此
原
則
:5
:
確

立

す
-5
^

め
ド
は
衝
神
め
大
い
な
る
努
力
^
、
思
想
の
長
い
連 

讀

を

も

必

要

ヒ

し

农

；い

、

.
ミ

の

源

測

は

火

類

.の

心

靈

の

中

^
發
芽
せ
る
%
..の
で
あ
る
。.
•
:罪
惡
'の
た
め
腐
敗
し
、傷 

け
ら
れ
た
心
に
せ
ぼ
は
、.'^
の
舊
念
は
自
ら
變̂

す
る
が
併
も
音
然
翁
滅
す
る

7
P
®

で
财
無
い
。
最
も
傲
®
な
暴
爵 

:

の
心S'

中
で
^

'

幾
多
^

^
ど7

P

自
然
.の

聲

そ
-^
ズ
寧
が
出
來
る
。

： 

.：
-

:
:■

:

『

隹
れ
，乍
;&
把
し
叱
_

て
人
は
_
迦
騰
保
存
耽
-*
$
る

桃

上

の

：
財

滄

仅

舞

し

^
分

激

を

ポ̂

:■
#
人
は
自
已
-:
-
0
_̂
的
並
'^
禮
«
的
性
游
を
廣
達
せ
し̂

卫
つ
：總
ゆ
る
意
味̂

於
.て

此

.を

伸

張

せ

し

む

る

權

利

を

自
 

己
^

保

有

す

る4
の

で

あ

る-0
斯

>

る

條#

^
於
て
始
め
て
人
生
は
幸
福
で
あ
る
。

，
ニ
：

h

佃

卷

(

次
六七

； }

バ
ブ
々
フ
主
義w

秘
密
結
社 

第
.六

虢

1

ニ
七



■

揉

ii 

(
f

六
八)

パ
ブ
'»
>

,.
1

1

;;
|

_

社
 

滞
六
號 

一
二
八

『
.逢

* .
®
;^
諸

: ®
を
#
.■^
^
終
ら
し
め』

ざ
る
ド
淑
«
家

が
‘

『

總
て
の
市
民
农
對
し
て
同
檨
の
自
由
、
同
一
の
安 

隹
： .：遍

4

:^
保
«

ぎ
洞
.ー:0
' #
繭

,?
:
制
定
す
る
事
が』

必
.要
.で
，あ

气

議

复

參

繼

_

あ
5

:

基

機

雪

所

有

者

はl

適
切
S

へ
ば
、
彼
の
®
督
に
委
せ
ら
れ
た
國
民
財
産 

の1.

部
分
の
保
磨
省
に
す
ぎ
な
い
。̂
沿
の
廣
有
そ
全
體
'^
利
益
の
介
：$

^
利
用
す
る
事
は
.眞
正
0
職
能
で
あ
る
。 

彼

の

受

教

磊
S

中

か

ら

其

生

嚇

に

必

，

る

I

を
取
る
の
.旧
由
S

.

S
へ
其
響
を
國
象
が
處
理
す
る'0
_ 

■

そ
留
保
す
石
。
：併
む
襲

篇

態

k
當

斯

■

調
を
取
る
方
法
は
何
で
あ
ら
ぅ
か
。
吾
々
は
累
進
稅
禁
奢
法
^
^
^

貧
_
者

そ

密

苦

レ

め
 ̂M

め

廢
止

赘

同

職
S

則
k
關
連
J

他
S

方
策
に
依V. 
(

0

:

礙

S

來
る

で
あ
ち
ぅ
。

』
g
,

へ
，

く 
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:
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.

.

.

.
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:
ー.
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一
.
.
.
. ... 

. 

-

D
e
1
E
g
a
l
i
t
e

は
：當
.時
人
權
«
會
.の
一
會
眞
で
あ
.

^
後

事

V
o
y
a
g
e

 

e
n

 

Jcarie.,

の
著
を
以
て
有
名vj

な
つ
た 

;fenne. 

C
a
b
e
t

 

威
る
▲

の

還

る

。：
彼
は
共
和
遇
想
ょ.
4出
發
し
て
是
4

く
興
れ
る
見
解
即
ち
共
產
主 

管

到

達

し

介
.0
彼
は
人
«
協
會
の
名
£

て

出
版
袁
塞
名

の

前

記

小

册

子

の

中̂
於
い
.て
、
旣
に
鮮
明
|

:
 

年
^
見
彡
が
如
&
典
產
逢
義
©
想

を

.
吐

露

し

て

ゐ

气

.

'
.」

-
.彼
卞
侬
れ
奴
胍
食
的
平
等
ば
社
會
の
利
溢
及
負
擔
を
其
各
寶
仅
平
等
k
分
割
す
る
事
R
存
す
る
。
各
人
は
共
有

財
産
の
實
現
§

$

る
名
で
あ
る
が
故
に
此
共
有
財.產
は
是
を
.確
立
，す
る
事
.

S
力
ず
る
總
て
の
人

k々
蕾

利
益
を
齎
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

.

.
,

* 

•
-
ぃ.
.
.
. 

■ 

'

.

づ
>
^
:
«
選

:*
は
自
由
國
家
に
於
て.の
み
行
は
れ
る
平
等
の
結
果e
し
て
.現

は

れ

る

。

蓋

し

國

民

^

_

ら

其

法

律

を

作

I
>,

る
處
k
於
て
は
、
總
意
が
支
配
す
る
。
力
ベ

V
T
R

依
れ
ば『

此
總
意
は
直
接
平
等
に
導
く
、
何
ご
な
れ
ば
各
人
は
自
己 

:

のr

た
；め
^
.投
禀
ず
る
事
^
依
て
又
總
て
の
：も
の
、
た
め
投
票
す
る
か
ら
で
あ
る
。

』

力
ベ
ユ
は
其
體
系
の
茈
礎
ビ
な
れ 

產
德
的
思
想
を
述
べ
た
る
後

、
普
通
選
舉
の
特
長
を
說
..い
，て
謂
^
;
:

『

普
通
■
舉
は
有
德
苽
る
人
々
を
權
カ
の
地
位 

^
就
か
し
む
る
。
而
し
て
德
ど
は
個
別
的
意
恐
く
總
意
ど
：の
完
全
な
.各
.合
致
に
外
浓
ら
な
い
；

』

で
。
此
點
に
於
か 

べ
エ
，め
想
想
は
^
ブ
ク
フ
主
義
及
び
共
和
黨
の
間
に
瀰
漫
せ..る
.平
等
俎
想
ゼ

ぃ
：.次
ぎ
紀
：わ
1
1
0
0
1
^
3
售

晨

：>

題
す
名
同
じ
く
同
協
會
め
小
册
子̂
於

：
い

七

、
：
，
著

者

は

法

律

制

定

^

於

け

る

代
 

表
を
否
餺
し
ャ
ゐ
る
。，
何
ゼ
な
れ
ば
代
議
士
は
法
律
の
財
議
並
^
準
備
^
對

し

て

は

：、

.:
':決
し
て
眞
：芷
め
權
能
を
有
す 

る
も
め
^

は
無
：い.タ
_

出
は
唯
，
相
談
火
に
適
書
な
い
：か
ら
で
あ
る0
:同
樣
於
憲
法
も
國
段
^
锞
せ
ら
れ
る
た
怂 

に
は
先
づ
そ
め
承
認
を
受
妙̂

妙
れ
ば
な
ら
な
い
。
''

二，.

普
‘
*
選
擧
及
其
實
施
：ぱ
社
會
的
要
求
及
投
絜
權5:
奪

は

，
れ

て

ゐ

ぶ

人

，々

の

剎

益

'セ

石

新

し

い

利

益

に

侬

，
て

是

認

'せ 

.ら
れ
る
。
斯
<

^
普

通

；選

舉

林
1
,方
^
於
て
產
業
め
*
渉
、
阈
嘗
の
增
.太
5:
鍊
求
す
名
人
：々
^

、他
方
化
於
て
幾
千
の 

勞
働
者
め
*
業
^
貧
.囷
^
め
源
调
於
名
撒
械
導̂

の
不
幸
な
-:
^
慘
害
^
不

安
,5
:
-
.以

て

觀

察

す

る

人

々

せ

?:
和

解

せ

し
 

む
べ
さ
手
段w

な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

政
府
が
眞
R
國
民
の
-
<牝
で
あ
る
欢
ら
ば
、；
國

民
-.
0
ヵ
::
^
刹
害
の
沖
心
化
は
:,
:
"滅
ん
：̂

す
;5
產
業
及
苦
惱
せ
名
國. 

«

め
代
表
者
亦
存
在
し̂

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

■
'
'•
;

放
：府
は
最
汰
.渗
擻
.の
刹
益
；を
代
表
す
る
が
故
に
デ
新̂
い
«

«
取

依

ャ

生

隹

せ
^
れ
允
る
收
益
が
少
數
め
.特
權
的
資 

本
象
^
^
1±
-
;
^
«
^
る
第
を
.警
戒
; ^

な
^
れ
：ば

.3
:
; &

康
.い
;0
(1
3
バ

-
• 

.
4 

V
:
.
/
.
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.

.

.

.

.
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ナ

脚
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パ
ヴ
ゃ
フ
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馨
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寒

十
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C

九
七
8

バ
ブ
ゥ
フ
主：義>

 
秘
密
結
社
’
. 

第
1

ニ
ー5

り

火

權

協

會

璧

政
S

認
ず
る
點
S

S

民
友
.協
會
を
初
め
共
和
的
結

社
I
 

1

議

會

舊

動
S

淡

で

含

た

。
：：：
譲

.會

晶

S

S

蠢

は

益

養

满
協
脅
.の
-
^
:
^
子
-
隨̂
//
化
1認
め
ら
れ
る
ニ ce* qui 

est 

et 

ce 

q
c
r

 s
e
r
a

ゴ
ど
題
す
る
小
册
チ
の
中
で
著
者
ょ.
^
 

If
f

' l
T I
w
制W

.
呼
び
、
'
，

ベ
ス
ビ
エ
ハ
エ爻

共

s

_

平
衡
を
’
單

蒼

妄

想

或

は

藤
S

I

いW

V
;

人
權
協
脅
は
又
焦
眉
の
弊®
救
匿
策
せ
し
.て
組
合
精
神
S

達
を
擧
？

窆

。

:De

 

r
a
s
l
i
o
n

 

des. 

0

1 

i

 d
e

 

f

les 

C
I
S
:

奢
の
中
で
著
者
は
勞
働
者
に
對
し
て
組
合
の
利
益

I

E

、
組
合
存
せ
ざ
る
場 

合
、
彼

S

孤
立
、
散
在
老
遂

S

人
S

律

益

從

ず

含

到

る

ベ
I

蒸

い

て
S

V
斯

、
る
狀
^

す
た
笤
は
就
中
信
地
位
の
勞
働
者
は
宜
し
く
相
互
の
間
篇
體
を
作

A

其
組
合
の
中k

於
い
て
、
彼
等
を
代
表 

し
て
i

碁

衝

し

、
：其

組

貪

の

S

:
於

て

：
熟I

定

倉

る

霞
S

る
賃

f

決

定

す

る

馨
I

へ
る
委 

員
會
を
造
A

M

し
て
此
委
員
會
は
勞
働
者
の：
.利
益

.

を
擁
鏡
し
次
け
れ
ば
次
ら2

。

此

委

員

會
-0
指
圖
に
：依
て
、
全 

勞
働
者
は
仕
事
を
放
棄
し
、.層

主

ょ

邊

銀

增

'加

の

承

諾

赢

ぐ

靠

め休
業
す
る
。'

併
し
乍
ら
.著

者

迄

れ

ば

其
 

れ
は
U

刖
進
へ
の.1:

步
£

i

s

>
 

5地
位
S

働

者

が

塵

を

作

る

た

め

結

合

す

る

處

复

種

期 

體
1

其
職
業
の
別
に
か
S
ぅ
無
く
、：.
.共

通

：
の
：
連

鎖

：

S

て
結
合
し
相
S

の
.間
£

て
代
表
派
遺
の
方
法
に依
つ
て

友

誼

關

係

美

立

し

浮

れ

ば
.
I

s

。
；.更

续

央

權

カ

及

中

央

金

管

設

置

し

温

.め
■罷H

中
勞
働
者
の
生
活
資
金
ど
し.て
留
保
す
る
^
4

.:
 

■

:
人
權
協
會
の
麼
史
は
、.そ
れ
が
暴
動
^
課
訟
^
富
む
點
に
於
て
は
前
述
せ.る
民
友
協
會
の
.そ
れ
ど
異
巧
同
仙
で
ぁ 

-5
が
、
玆

つ

の

注

意

す

ぺ
.
$事
は
#
者
が
後
者
^
此
.
.し
'て
遙
か
^
多
く
の
忠
想
的
曲
折
波
瀾
を
經
過
せ
る
事
、
 

換
言
す
れ
ば
傅
統
的
做
想
た
る
共
和
主
義
よ
•う
共
產
主
義
即
ち
パ,メ
ウ
フ
主
義
べ
，
.の
決
定
的
過
渡R :立

：：
て

る

事

で

あ

，
人
*
協
會
が
表
丽
巧
^
合
泼
を
裝
ひ
以
て
當
局
の
寬
恕̂
狎
れ
久
し
く
そ
の
迫
害
追
窮
を
避
く
を
事
^
成
功
し
て 

が
た
事
ば
邮
述
办
通
ク.で
*:
る
が
'、
協
會
の
長
每
の
發
達V

次
第
^
顯
著
露
骨
化
し
行
ぐ
其
活
動̂
は
漸
ぐ
當
、局
の 

館
惧
t
疑
惑
を
深
ぅ
ず
る
に
到
づ
气_
同
1

創
設
以
來
警
察
當
局
の
火
急
な
る
督
促
化
拘e>
;
'
ず
、
.唯
、
合
法
の
假 

而
ぱ
暫
く
其
^

動
ゼ
歡
過
ず
‘

ゆ
寬
容
を
持
し
で
ゐ
た
司
法
當
局
も
、
翁
速
比
挽
栂
し
行
ぐ
像
會
ゆ
勢
力
:̂
矯
激
に 

僦
し
行
ぐ
其
行
動
^
鑒
み
、.
玆
に
彈
壓
の
臍
を
固
め
た
の
で
あ
つ
た0
'

'

.

.

”；
先
づ
姐
上
R
登
つ
た
も
の
は
叙
#
 §

11011辯
|
|
士
' 

p&.
T
J
e
a
l
i

等
を
傲
袖 
<
す
る
，一'班
で
あ
つ
た
。
g

B
§

は 

性
質
溫
淑
に
匕
セ
才
昝
忆
長
け
、
紙
年
庶
民
鈒
行
設
立
か
一
朱
驅
者
名
し
.て
知
ら
れ
で
ゐ
る
々
彼
は
謂
っ
；て
ゐ
る

『

自 

由
の
炬
火
は
犯
罪
の
巢1
を
暴
露
し
た
。
國
王
を
倒
せo
菩
々
の
勞
働
の
產
物
■で
肥
滿
し
て
ゐ
る
下
賤
な
る
懶
惰
者 

?:
淸
算
す
ベ
き
時
は
來
だ』

ど
o
g . 

•

パ

-Miilon.

及
其
'三
名
の
同
志
は
1
ー.百
法
.の- »

料
に
處
せ
ら
れ
、
同
- -

の
判
決
に
依
づ
：て
人

«

«

會

ぼ

木

法

ど

し

て解 

散
を
&
言
せ
ら
れた
.。

併
し
乍
ら
此
裁
判
所
の
解
散
命
令
は
徒.勞
R
終
：つ
^

。
.
ff
i
'
%
^
る
'組
織
綱
領
を
苻
ず
ふ
協# 

ば
己
れ
が
た
め

^
微
動
ず
ら
も
感
じ
な
か
づ
た0
宣
傳
ば
二
刻
も
#
止

せ

ら

れ

な

か

：
つ

允

o
協

#
の

R

對

し:9

'第

二

十

四

卷

(

九
七
1

0

パ
ブ
ゥ
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號
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碧

卞

四

毎

(

I

s

ぺ
'ブ
^

ス
主
|

秘
密
結
社
. 

•第

六

號

5

1

C
け
^

ft
-

/
 

Ai®
!

® *
. 

‘
ま
で
保
會
全
I

の
結
束
力
む
庞
.抗
ヵ
^

硬
直
な
ら
'じ
め
る
結
果
5:
.
-招
^

.
mo(

宣
隊
き
子
.は
巴

里

，及

地I
.
於
S

殺

到

的

の.賣

行
&

管

、
■

會

辯

士

：
は

棬

土

：

*

來
、.
#
主
■

普
戾
解
.說
^
努

办

本

勢

ど

，

'
$
有
樣
で
ぁ
つ
；ち

.切
&
れ
で
^
免
ネ
た
ネ
徽
會
ば
ー
路
進
展
の
道
を
迪
つ
た

--
0

d
t

l
l

l
#

月
f

及
：六
m

s

友
f

動
f

 

,

i

會

が

麼
y

紀
f

で
知
る
？
像

’
扣
_

#

會

彦

_

日

含

發
.じ
て
.「

全
會
員
1

5

促

し

，
た

。
.
セ
 

日

令

は

霖

货

け

る

協

會

の

見

解

、’：霊

波

調

靠

為

實

■

へ
J

る
が
故
S

R

其

重

要

部

雷

引

i

ハ
月
.I

.皮
六
日
の
：記
念
日8

々
.

s

uて
、無
益
：®

痛
.

I
求

套

管

e

て

很

君

る
.事
を
好
む
o
:
.
見

ょ

。
，
四

十
#
來

：
、

裏

の

惡

霉

は

■

貴
&
人
：々

の

讓
k
:對
じ
て
幾
度
か
拍
手
を'

送 

I

 な

證

 

f

 

?

l

l

l

!

f、|

ろ

ド

再
1 "
? 5
5?
れ

人

々

象

知

し
f

:
つ
■た
.事
か
。
' 吾
々
.か
.ら

奪

取

つ

：
た
一
：
ぷ

.の

息

子

の

代

ぅ
k
十

人

の

息

：
子

？

つ
：
て

.來
5
,
0,
狂

し 

.

て
.殺
戮
k

§

れ
た
吾
々
の
街
の
靈
は
夏
の
陽
氣k
、
暴
動
€

死
f

發
散
す
る
。

k

r

ッ
ィ
の
戰
鬪
が
行
ょ 

れ
I

日
の
事
を
5

S

。
吾
.
I

s

.ら

氧

た

。，
政
府
は
勝
利
者
の
參
か
_

々

赢
 

脅
威
h

た
‘

吾
々
は
自
衛
す
ベ
.く
何
を
#:
づ
て
■

か
：。.
.吾
々
の
.義

的

カ

書

：々

の

原

理

.の

.神

：
雷

外

な

ら

ぬ
o

J
ろ

し

政

府

ば

敢

て

起

訴

し

や

，
？
ぢ
は
：し4:
'
か
0:
:た
；。
政
府
は
寬
大.の
た
ぁ
；で
は
無
く
、警

め

た
f

f

 

を
躊
躇
し
た
の
だ
o

バ
问」 

{
-
H
V

才..

I

B

i

s

i

i

s

i

i

i

l

l

f

 

I

,,,,-,

,

『

何
は
.兎
も
あ
れ
，、，今
日
共
和
政
治
は
佛
蘭®'
;
根̂
を
卞
し
だ
。
：：下
層
の
吾
貴
族
の
全
勢
ガ
を
以
て
し
；

1:
:
も

是

を

..搖 

が
す
に
充
分
で
は
無
いo1

年
前
共
和
政
治
は
敗
北
し
た
。
.今
日
、
そ
れ
ば
戰
前R
此
し
て
遙
に
.優
勢
で
，あ
；る
。

：

何
ビ 

な
れ
.ば
彼
は
從
.來
缺
け
そ
ゐ
た
統1

ミ
訓
練
の
カ
を
縫
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。
：
政
府
の
目
指
す
所
は
唯
、：
國
民
の
生 

活
を
ぱ
，.現
代
社
會
組
織
の
危
：險̂
:汚
辱
€
が
指
.定
し
た
.範
圍
^
閉
込
め
且
限
局
す
る
事̂

遇
ぎ
な
い
.。
：
1
方

^
於
て 

ぱ
富
、
：
他
方
^
於
い
'
.て
は
貧
11
1
-、

一
方
に
於
て
は
無
爲
な
る
幸
福
、■
方
k

於
い
て
は
飢
饑
、凍

寒

、

病
院
の
死
。 

淚
は
吾
々
の
た
め
の
も
の’で
は
無
れ
o 

.そ
れ
ば
吾
.々

.?
>■
■•敵
：の
も
の
で
あ
るo .

何
ど
な
れ
ば
、
敵
の
；死
後•彼
等
^
殘
る 

も
の
は
pi
'
、
呢
詛
の
ff
i
出
許
々
で
あ
る
か
ら
で
あ
るo
練
て
：支
配
者
の
.腕
は
彼
等
の
額
の
上
^
恐
ろ
し
く
振
ク
掛
つ 

.で
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
の
瞭̂

な
ダ
て
、
彼
等
ょ
、ff
i
も
.、
赦
も
.乞
：ふ
勿
れ
P
國
民
が
打
0
時
、.遂
巡
%-
.ぜ
ず
、
容 

赦
じ
贫
い
.

t
:れ
は
國
民
が
自
己
の
利
益.，の
た
め
^
で
ば
無
く
、'
永
遠
：の
.道
德
の
：/2
一
め̂

tt
'

o
.か
ら
で
あ
ぅ
夂
可
人 

も
自
己
0
ー
名
に
於
^

他
を
寬
恕
す
；る.：の
權
利
5:
有

せ

ざ

：
る
，
事

^
能
ぐ
知
0
.て
ゐ
5'
;か
ら
で
あ
る』

岣 

)

此
激
越
な
る
日
令
0
起
韋
者
於
果
し
：て
何
人
：で
あ
る
か
今
日_
明
し
；ガ
居
な
い
が;>
*-
人
は
其
筆
致
ょ
.々
し
て
之 

fc
か
の
：國
民
公
^

_

M
.0
:
4 ;
.
G
O
d
e
l
l
:
o
y 

c
a
v
a
i
g
n
a
?

の
_
^
*
る
:^
の
で
^
る

贫

推

齋

し

〔

て
：
ゐ

る

：

0
.
wb :
:
y
#J] 

は
支
持
す
る
®-
ぼ
出
.來
な
い
樣
化
思
は
れ
る
。
勿
論.
'
.彼
は
' パ
ブ
-ネ
フ
や
^

オ
ナ
r̂

ッ'
 

チ

の

.
平

等

患

藤

の

特

長

を

認
 

め
で
'
•ゐ
た
^
併
.
乍̂
ら
、
彼
は
^
ブ
ゥ
.
.フ
圭
義
は
：目
的

の
^
あ
.々

又
梦
»

で
あ
.る

ビ

む

て

是

を

斥

，け

七

ゐ

.た
か
'ら
セ
あ
^

。§.フ
又
？
0.
:令
^
現
ば
れ
て
ゐ
る
が
如&
絕
*
^.
等 

息
想
や
.產

論

嚇

■

度
の
'如

条

決

し

：
で

彼

：
の

本

心

で

：
は

無

か

0.
た
の
で
あ
る
o
併
し
其
り
眞
：の
筆
者
は
暫
く 

f

此
白
令
は
入
權
協
脅
創
：
設
後
六
ゲ
月
R

し
.て 
> 
其
•班
：鼻
の
精
神
が
如
何
に
熾
烈
で
あ
つ
蟹
又
；斯

る

寶

を久

第
•二
十
.四
卷
' (

九
セ
5
 

X

ブ
ゥ
プ
主
義S

密
結
瓧 

第
s
 

i
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叹
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九
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四
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バ
ブ
サ
フ
主
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姦
齋
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社
：

m ;
六

號

• 

S
四 

Li
. く
r
很
b

-t
:
-置
ぐ
事
の
如
何
^
困
雛
で
.ぁ
る
.
'か
を
物
語
^
も
の
^
ぁ
：る
：'
.斯

が

6:
:班
員
の
熱
烈
'な
る
«
動
£
抗
し 

#
ず
、
協
«
領
袖
は
近
.<;
:暴
動
：釔
企
_
す
る
^
決
し
^
以
で
^
づ
.だ
。20
)'

,;

.#/
力
る
t*
*

R
街
無
く
も
&

せ
ら
れ
.た
好
®

ば
&■
'
里
築
城
{C
關
.す
.る
：
' 

T
K
i
e
r
s

の
提
案
で
あ
っ
/2
:;
°
而
る
^:
此
提 

案
は
忽
ち
操
觚
界
を
初
め
.

一

'般
'世
論
：S

硬
：I

:
反
寒
s

:
:̂
:

5

會
は
兼
て
動
亂
の〔

ロ
.實
5:
:
換
じ
求
め
で
ゐ
た
折
柄
、

'
直
ち
^
是
?:
促
へ
て
.自
家
の
.問
題
^,

し
.た
。：次

^;
で
，
策
を
案 

じ
'た
。
：.
'
七
月
：革
命
記
念c
は
自
下
近
.付

い

で

ゐ

る

。
'
當

日

國

王

ば

市

街

わ

通

過

す

べ

さ

箸

で

ぁ

る

户

築

撕

反

對

の

叫
 

が
#

ブ
r

ょ
6

^
る
^
.相
&

な

い

衝

突
が
自
然
^
起
る
か
、
.若
ぐ
.は
豫
め
.巧
妙
^
.エ
夫
^
.れ
.た
準
備
^
衣
て
起

 ̂

れ
を
。.各
協
畲
は
此
擾
■
.
に
乘
じ
て
巴
里
忙
«

入
1:
る
。
，是
が
豫
定
：の.計
畫
で
ぁ
っ
た
^

•

-

 

'
七
月
二
十
四
H
、：
：日
令
の
發
布V

共
^
暴
動
の
堰
は
.切

て

：落

君.た
。.：手
酿
に
不
備
味
存
し
な
：か
ら
，た_が
： 

此
事
匕
探
知
せ
る
警
察
の
干
涉
ど
：協
會
が
始
め
：選
ん
故
ロ
實
の
.全
ぐ
：存
ぜ
ざ
6
し
た
め
、
：：暴
動
は
大
事
^
到
ら
ず
じ 

て
容
易
に
鎭
M

さ
れ
で
L:
^
'つ
た
o
g

r
此
事
#

に
ば
人
■
協
會
の
瓦
名
以
上
，の
會
員
が
連
座
し
た
。
其
主
炙
る
者
を
擧
C
れ
ば
、

I

g

f
 

N
Oor
I Parfait, 

L
a
t
r
a
d
e
,
w
a
y
l
u
s
,

 

L
a
n
cr
q
I
g
v 

C
H
a
v
a
t

 

で
あ
つ 
t 
o: 

' 

,

V
此
計
畫
は
©

ビ
、
'決

し

て

中

央

費

食

ょ

6
出
て
'た
も
の
.で
：
は
：：無

：

〜

、K
e
r
s
a
l
,

 B
I
S
,

 

S
o
b
r
i
e
r
:

等

協

會

中

の
隹
rfe
分
子
の
發
遼
に
成
っ
た
も
の
で
ぁ
る.？
即
ち
例
の
如
く
尾
が
要®
擒
っ
'た
の
で
ぁ
る
？
中
央
姿
員
會
も_

に
此
擧
あ
を

f

知
つ
：て
ゐ

£

 

'此
企
圖
に
對
し
て
敢

S

然

羞

翁

せ

ず

 > :

唯

：；、

反

省

が

此

擧t

a

ih
1

一
 

し

め

ん

事

を.期

し

セ
.其

處

行

疮

啟

衝h

た

み

：
で

：
も

'
り

f

分
子
^
!は
全
く
風
馬
牛
.で
あ
；:0
.

。̂「

諸
般
の
手
配
は
悉
ィ
進̂

ら
れ
^

^
十
四
日
を
以
て
俞
述
の
如
く
動
亂
の
幕
は 

切
>

ろ
^

れ
て
し
^

っ
^

。
中
央
委
員
會
の
威
令
行は
：れ
ず
、
協
會
の
內
E

は
漸
次
R
分
裂
を
準
備
し
.o
、
获
R

早 

く
も
協
會
め
前
途i

妹
の
暗
翳
が
投
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ジ
た
。,.
一

'1
セ

.-
(

.

.
' 

.

.

(

五)

，

.

.

.

-

-
,
.
■
'-
;
:

:

: 

I
'■
'

■

'

 

■

V 

人
.權
協
會
が
其
結
成
^
際
し
：て
：、
廣
ぐ
同
志
の
糾
合
穴
腐
心
：し
た
結
果
、
勢
ひ
多
數
の
異
分
子
の
霞
入
混
雜
を
免 

れ
る
..事
が
出
來
.：ず
、：'愛
妃
早
<
_
も
後
日
'の
，內
肛
刺
櫟
の
*
芽
を
.藏
し
て
命
た
事
は
吾
人
の
旣
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が 

果
然
此
蒴
芽
は
.一

方
^
於
い
て
，

\

ブ
ゥ
フ
主
義
の
念
速
な
る
滲
透
ど
現
實k
對
す
る
離
識
の
進
展
ど
^
其
成
長
を
激 

成
せ
ち
れ
て
、
：；.1.;八

需
|
年
六
月
末
頃
に
は
、

：

遂
k
確
然
た
る
、形
態
：を
採
っ
て
現
れ
、
：全
會
員
を
越
：す
事
の
出
來
な 

5::思

想

上

：
の

溝

渠

钇

以

て

.截
然
兩
斷
し
で
し
爻0.
、た
0

,:
 

'
;-
:
.
ヾ

ハ

■■
■

.

M:
郞
t>
協
會
は
'ジ
ロ
ン
ド
黨
^
出
嶽
黨
ミ
に
岐
れ
た.。
■ジ
P
ン
ド

：黨
ば
'cl

e
j
:

■の
：編
輯
す
る
機
關誌

：：N
a
t
i
o
n
a
J
k

 

依

•'
l
：代
表
*
ら
'る
、
1
M
で」

：.

R
a
s

莧

！

，
Tr61at:

等
の
穩
和
.派
；即
ち
是
”

あ
^
ぜ

此

一

派

ば

ズ
^
ジ
ョ
ソ
ジ
ィ
Y
提 

携
才
.る
事
?:
辭
せ
ず"

憲
章
の
名
^
隱
れ
て
、ブ
ル
ジ
ョ
ソ
ジ
ィ

?:
ば
徐
々
纪
武
裝
的
反
抗
^
引
入
れ
ん
ど
欲
す
る
も 

の
：で
あ
4
、
又
極
端
に
趨
る
事5:
.
畏
.れ
：て
.、
公
共
的
敎
育
の
手
段̂

訴
へ
^

、
輿
論
を
作
出
せ
ん̂

ず
る
も
(?
>
で
あ
る
0
: 

彼
等
の
見
觯
は
依
れ
：ば> 
人
間
は
：此
公
共
的
敎
育
の
方»

^
依
っ
て
？
；te
^
.
を
®
#
か
ら
愛
國
主
_
者
ぶ

f

、
. 

X
 

沒
兒
•は
目
^
開
い
.
.
.
て
_共
和
政
治
5:
搜
し
求
め
.
.る
で
^.
'̂
ぅ
£
1日
^
の
-で
あ
る
。(2
6
)
,
.
:
;
. 

..

へ
乙
れ
^
反

^
山

嶽

黨

は

H-
e

r

n

,

、v
i
g
n
e
r
t
e
.

 

L
a

外
r
a
;
n
g
e
>

o:
a
l
l
s
s
s;
;

n)
>
r
e
,
-

 K
e
r
i
a
u
s
i
e
,

 

D
ft
-
a
w-
.
s
e
,

g
a
t
h
i
e
u

 

.
等

に
 

侬

_
錄

表

せ

‘
ら

.
る

V

過

激

黯

で

、
耽

£

ハ
月
末
頃
^

於

：
い

ボ

、
へ

斷

然

穩

和

派

^

排

斥

し

：て
彼
.等

を

事

ぞ

共

^

す
る

锻
ー
.一

十

四

卷

(

九
セ
五
}

バ
プ
ゥ
フ
主
義w

秘
密
結
社 

第

六

號

I
n
jlL



■
I
十
吋
#

i

c-
パ
ブ
ゥ
ス
裏
ミ
秘
密I
 

敗

六

翳

i

、

I

:
墨

ず

、
：,殆
I

純
：乎
f

 

I

窆

主

義

：的

見

解

甚

抱
l

s

:

oベ

彼

等

ば

憲

章

も

：
、
，
法

：

t

是
認
し
&
 

い
。:
中
間
階
級
を
以
1

5

8
階
級
ビ
着
做
じ
、.中
間
的
提
携
、及
遁
辭
は
是
を
ロ̂
す
る
事
を
欲
し
な
.い
。
彼
等
_
 

;へ
ら
く
、

『
社
會
契
約
が
侵
奪
ら
れ
、
:
s
.の

，野

心

家

が

大

權

を

占

領

す

S

至
っ
て
ょ
々
、
暴
動
は
國
民
取
っ 

v

最
I

聖

霧

權

利
s

l

o.
*

l

.聖
I

義
務
|

ク
た
|

^

の
も
の
“：

も
.れ
ば
萬
人
■

ず
•る

讓

.の
，平

零

翁

で

繁

、
富

續

馨

、瘀

也

0
1
ノ 

'
.
-
.
:
'

..
- 

-

■:
,: 

:

是
等
の
見
解
.は
，
用
雪
辭
の
異
同
は
暫
く
措
く
：も
、.其
內
容
£

釋

^
ブ̂
？
：フ
の
：共
産
主
義i

し

く

裏
 

r
せ

忍

の

で

あ

る

唯
.
彼
等
は」

.七
九
六
年
の\ 

.フ
ゥ
フ
圭
義
者
が.決
し
て
否
認
.し
な
■か
っ
た
所
の
農
業
法
を 

ば
尙
依
然
£

て
排
斥
し
た
。
.
遂
S

等
は
相
寄
？

、
黨
中

更

にS
O

I

 

des 

Droits 

d
e p

e
f

 

f

協
會 

を

具

て

么

然

ff
i
ネ

派

ド

擎

し

.て
.

射
戰
的
措
抗
的
態
度
を
表
明
す
る̂
到
つ
た
た
め
{(
:
、_
妓

^

^

^

ょ

生

死 

め
決
定
的
岐
路
^
立
0
事
ど
な
つ
：た
。

;

' 

.
1 

•
•

;'

中
央
鬢

會

は

速
I

危

機

を

蓋

協

畲

證

の

策

怒

講
|

け
W

S

衾

か

っ

气
t

で
、
百
方 

熟
考
の
結
果
、.雪

の

策
‘
.

Sて
、
或
程
度
迄
、
急

獲

の

、謂

昼

渡

す

：るM

s

.

s

kも

盒

を

期

し

、 

以
て
兩
者
の
措
抗
を
緩
和
し
、.且
っ
協
會
全
體
£

て
の
敎
義
S

一
 

を
確
保
す
る
た
め
、
ロ
ベ
ス
ビ
エ
エ
ン
が

I 

七
九
、

1!.1

年

國

民

公

富

提

案

发

有

名
|

.
人
權
宣
言
書
を
協
會
の
，追
補
的
綢
領£

て
躲
用
す
る
事
に
決
し
た
。

此
場
合
中
央
委
員
會
は
此
謇
者£

,
個
の
評
釋
を
附
し
て
、.原

文

の

：
過

激

走

義

を

綾

和

し

m

■■
'
«ち
；ば
此
人
權
宣
言
書
の
，採
用
は
協
看
內
部K
如
何
^

^
反
■
を

齎

ら

し

た

か

。

果

し

て

所

期

の

目

的

を

達

す

..る

m

が
出
來
た
で
あ
ら
ぉ
私
。
唞
先
委
真#'
の
^
期
ド
反
ー
じ
'
.
,此
應
急
1-
呔
毫
末
の
：奏
功
無
，51
,貺
か
ャ
&
糾
は
却
で
擻 

大
匕
て
殆
ん
^
收
拾
ず
べ
か
ら
ざ
る
程
勝̂

到
っ
た
>
'
/
:
:
.

リ
-
ぺ

:■
:
、

蓋
し
人
權
宣
言
書
は
結
屙
、».
和
派
^
取
っ
七
は
餘
$

^
矯
激
に
過
ぎ
.、，
.最
左
翼
分
子
^
取
っ
て
は
餘
A
に
微
溫 

的
^;
過
ぎ
た
か
^

^
あ
る 

o
: 

' 

. : 

: ； 

:

ぐ
人
權
宣
言
書
は
穩
和
派
の
嚮
導
風
想
た
る
機
關.誌
.
^
&
0
3
1
の
思
想
を
遙
^
超
越
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
冷
靜
.果 

斷

の

士
n
l
e
i
:
は

公

然

是

を

排

擊

し

た

。

；：

加

之

：
、

彼

及

其

..1

派
ば
總
ゆ
务
機
會
に
於
い
て
、：人
權
宣
言
書
ミ
到
底
相 

容

隹

る

排

社

會

主

義

原

理

^

表

白

し

た

の

で

ぁ

り

、
た。
«
來
協
會
ビ
の
彼
等
の
：交
渉
は
次
第
^
親
密
で
は
無
く
な 

•CV

た
。
ー
此
時
代
が6
內
部
に
於
げ
^
兩
派
の
不
和
は1

入
判
然
f

.
る
は
到
っ
た
。g

是
^
反
し
て
で
焦
燦
分
壬
ょ
ヶ
成
る
協
會
の
大
部
分
は
如
何
ミ
言
ふ
^
彼
等
は
熟
れ
も
此
宣
言
を
狂
熱
^
歡
迎
じ 

た
？
孰
れ
^
將
來
^
於
け
る
眞
1£
0.
綱
領
？
し
て
是
^
異
議
を
挾
む
も
：の
ば
な
か
っ
た
。
併
し
乍
ら
、
を
れ
は
單
R 

表
面
上
の
.，1
-S
で
あ
っ
.て
、
«
底
に
於
い
：て
は
必
ず̂

も
秦
>'.
7
'
:で

：
は
：
な

か

っ

：
た

？
：
3
1
1

.の
最
高
幹
部
の
：勢
ヵ
は
旣̂
 

最
左
翼
實
行
派
の
反
感
を
買
っ.て
ゐ
た
。
最
高
幹
部
の
徼
溫
的
、
妥
協
的
、
反
将
的
態
度
は
彼
等
の
目
^
は
、
戰
M
 

匕
敢
て
.ロ
に
せ
ず
'
.勝
利
に
：對
し
^:
す
'&
-
疑
を
抱
く
臆
病
.者
、
似
而
非
革
命
家
の.態
度
で
あ
っ
て
、
倉
は
ば
、
裏
切 

的
行
動
R
近S

冬
の
で
あC\

•た

0
で
彼
等
極
左
的
焦
燥
分
子
！|

1
ひ
：.て
.人
權
協
會
を
脫
：退
し
求.Kersausie 

^
首
領
ビ
す
る
 ̂

so'ci6t^^ac:tion 

.を
作
づ
：ft
v9K

e
r
s
a
u
s
H
〔

太
佐
li
冒
險
的
性
格
.̂
甚
し
く
矛
胥
せ
る
靖̂

を
首 

す

る

民

、
王

的

、

r
.且
裕
福
な
る
：紳
士.で
あ
っ
て
斯
種
の
：狂
熱
的
結
社̂
必
須
.‘の
入
物
で
あ
^

5
00*
皆

ブ

が

傲

釉

格

泛

し

：
て

.是
^
參
加
し
た
。

^
0
0
1

 

d
r
a
a
o
n

の
目
的
は
其
名
稱
が
旣R
充
分
物
語
っ
て
，

Q

る
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パ
ゥ
I
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結
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第
六
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绝
ー
十
四
卷(

九
七
.八)

X
K

ゥ
A
.
_
w
秘
密
結
社
：
 

0

J

1

三
.". 

k
'
"
:
-a
t
革
命
的
實
行
R
存
す
る
0
';
 

ノ
..ぐ
._
 

\ 

-

-
 

•

/

,
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\ 

V 
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-
 

•

.

1

1

^
紙
織
^
就
違
日
^
^
先
づ
^
只

蒙

^
ぎ
家
へ
^

^

^

^

^

分
：れ
、
首
1|
{
:
 K

e
rsa

usi
e 

の

單

籍

揮
I

け

悉

首

領

は

專

ら

數

名

の

，傲

袖

'
I
み
通
信
を
^̂
^

l
r
ti
る
'

1

兵
卒
に
_

る

迄

等

級

的
^
命
令
£*
傳
達
.せ
：
む

む

る-
^
0.
篆

乏

0
^
0
0
.
は
爾
後
、
幾
多
の
活
動
を
、 

試

み

-
幾
多
の
-;
|
0子
?:
頌
布
：し
、.屢
*
騷
亂
3:
起
、じ
^
。
み
.
.リ

：：.r : 

V
:ン' 

,
ノ 

：
'

.

1.

八
三
四
年
.

1
1

里

十

日

，
：街1 

摩
賣

人

取
 ̂

政
府
は
何
が
た
め
斯
か
る
法
律
を
制
定
し

た
の
セ
あ
る
が 

o
--;
;

'

.

'

v

v

.

:.
 

”へ
：

.

.

^

 

.

,

特
®E

す
へ
さ
は
^V

時
代
.
パ̂
册
子
及
猶
の
賣
行
が
前-

H：

朱
曾
有
.の
數
量
k
達
し
た
事
で
あ
つ.：た
。
而
し
て
是
普
の 

小
册
■子
及
繪
を
街
頭
5

S

S
賣
ず
.义

.々

は
殆
んV」

總
S

畲
班
員
セ
あ
つ
/2
。(3
1

)街
®

の
.宣
傳
は
恐
ら
く̂
 

命
黨
I

つ
S

最
4

效
？

武

器

で

あ

气

最
4

簾

行

爲

で

あ
I

最
i

近
の
策
略
2

 

ば
即
ち
街
顔
.呼
真
人
に
紛
し
て
、
其
實
、
革
命
黨€
人
民
ど
.の
最
S

動
的
仲
介
者
の
役
.割
を
力
め
て
ゐ
た
.の
で
あ 

つ
作

o

之
の
目
的
の
た
■

人
權
協
會
はS

O
I
:
:
p
o
u
r

 

la 
I
n
s
e

 

d
e

 ,1a 

p
i
e

 

p
a

l
e

の
宣
傳
委
員
會
ビ 

共
.同

じ

て
.專
®
者

を

定

め

乙

れ
k
世
人
の
注
目
を
惹
く
樣
な
服
裝
を
な3
し
；

Q
y

街
頭
k
送
つ
た
。
呼
賣
V

®
 

勢
約
千
五
百
人
：

T
.

齊
に
街
頭
S

は
れ
、
通
行
人
S

し
て
總
ゅ
る
種
類
の
小
册
子
、.小
著
、
日

々

の

創

作

物

、〗

 

小
则
子
の
#

版
#
を
寶o

た
々
又
は
配
布
し
た':
0
即
ち
夺
れ
は
或
時
は
暴
動
の
導
火
線
|

气

或

串

は

國

王
、
貴 

族
：
富

豪

總

ゆ

る
*
威
、
總
吵
る
名
士
k

對
す
る
；.烈
々
■た

总

歲
I
な
6
又
或
時
.は
政
權
拿
提
者
k
對
す̂
^
^

-
K
B
^
F
B
E
E
^
B
E
E
E
B
E
K
B
E
E
B
E
B
E
B
E
i
i
l
l
l
E
E
E
i
i
i
l
E
»
l
i
l
l
E
E
B
B
E
B
e
E
E
e
E
^
i
e
e
E
-
6
-
i
^
^
i
i 

. 

: 

i 

■ 

■ 

. 

_

S

駡
ぜ
.な
：
'.つ

疗
0
§:
.
:そ

れ

联

ド

又

，

^

に
立
た
.
^

T

れ
’
.た
2

m
人
は
'屢
！.破
廉
恥
な
行
商
人
や
、
暴
動
の
密
使̂

‘過
ぎ
3
が
：つ
た
。.
彼

等

が

配

布

し

た

小

册

子

'
の 

中
^
は
、
執
坳
な
る
惡
意

.•か一

度
な
ら
ず
、
野
卑
な
言
葉

^
何
だ
か
見
當
の
付
か
なS

煽
動
的
阿
諛
を
以
て
橫
溢
し 

そ

^
た

,0
^
が
國
民
^
諛
る
'
:乙
$
は
臆
病
：で
あ
6
、
：國
段
を
欺
ズ
：事
ぼ»
惡
で
あ
る』

|
' .

:
斯

か

，
る

無

狹

序

め

：
狀

態

5:
僑

正

せ.ん
が
た
め

> 
政
府
は
先
^

、'
:數
名
の：

呼
賣
人
を
捕
縛
し
：

V
、

是
を
裁
判
所
^
突 

出
^
た
。
然
る
^
.
.
|
八
三
0
年
十
1
ー
月
十
扭
發
布
の
法
律
に
は
是
を.違
反
，$
看
做
す
'別

段

：
の

規

定

無

さ

?:
.现
由
$

K
、

.
#訴
は
却
下
せ
ら
れ
、
被
檢
擧
者
は
放
免3
れ
た
。
一
度
法
律
の
不
備
が

0

0

せ
ら
る
、
や
、
總
ゆ
る
種
類
雜 

1
T
.

新
聞
、：
著
書
は
雲
崩
を
打
：つ
七::
:
>:街
頭
を
襲
ふ
た
ゃTr

i
b
u
n
?

紙

：
の

自

ら

言

ふ

所

^
據
れ
ば
フ
激
|6
狂
暴
.の
邮 

子
約
六
百
部
•か
兰
'
.ヶ
月
間
^
酡
布
^
れ
た
^:
言
ば
'れ
て
ゐ
る
。：
斯

、
る
由
々
し̂
事
態
^
:又

裁

判

所

^

齎

さ

れ

た

司
 

■法
官
の
不
滿
、
離
情
紀
霉
み
，
政
府
は
、
：多
少(7
)
反
對
を
抻
切
セ
一
八
主
目4
さ

月

一

一

十

日

緣

k
呼

寶

人

法?:
發

布
 

し
で
、
.
.
.
己
办
困
雛
に
備
：へ
た
。：
此
泼
文
を
要
約
す
れ
：ば
，：
街
爾
^
於
み
書
物
の
呼
賣
人
、
ー
販
賣
人
、
v
:配
布
者
：の
職
業 

.は
市
常
局
め
.認
；可
^

^
督
ビ
?:
-
曼
く
べ
し
ど
言
ふ
^
在
つ
た
。
£

.

.

S

文

法

の

影

響

は

如

何

。

豫

想

通

ダ

令

れ

；
は

共

和

：黨

^
ミ
9
 

.
何

故

ど

い

'
ふ

に

ミ

の 

&

#
ば
共
和
»

の
急
所
&
衝
^
た
も
办
.で
あ
5 .
.か
ら
で
あ
る
-"
:
:
9 

先
^

?
：
ョ

シ

ザ

は
：

s
o
c
l

fea
c
t
r
o
n

が
：主
謀
者
ど
な
つ
て
暴
動
を
起
し
たo
法
律
發
布
の
當
日:Jg§

 

3
S
S

ゴ 

.及
ニ P

を
ネ
？
_

の
«
寶
人
ば
挪
戰
的
態
度
を
：以
て
街
上
^
極
は
れ

ゾ
.
■
日
後
、、
暴
動
の
古
®
場
：を

3*
1
:
1
0
£

昏

の

廣

場

.は
群
集
^
占
領
^
れ

：，
た
：
。
，
彼

等

は

、

檢

間

を

廢

.

.せ

ょ

！

リ

.ョ
ン

錐
.二
十
，四

卷

C

九
七
九V 

V

フ
'ゥ
フ
ぃ
主
義

w:

秘
密
結
社
 

第

六

號

H

.



S
1
.十
四
#
 

C

九
：八
8

バ.
.プi

主
t

i

^
wf
c

.

第

六

罅

ー

，四.
0 

市
民
萬
歲
?:
'
叫
^
た

。
，
，
彼

等

は

國

民

を

煽

動

ぜ

ん

e
す
る
人
權
協
#

の
班
員
.で
あ
つ
たo

彼
等
の
努
力
は
奏
功
し
な 

か
.つ
た
.ド
-巴
鱼
0:
-
.眞
#

の
：
市

：段

ば

董

*:
务
破
壤
的
動
亂
に
：飽
さ
て>
，
平

和

を

切

望
'
3て
ゐ
^

の
：で
，
彼
等
擬
亂
者̂
 

對
じ
寧
ろ
唯
、'
侮
蔑
を
忿
怒
を
感
.じ
た
^:
:
過
ぎ
な
'が

つ

た

。
.
'

''
;
'
へ

月一 .1.

十
四
：日一 .
寒

千
 ̂

て
取
引
所
の
廣
揚
R
現
は
.れ
、
脅
威
的
態
度
を
示 

し
た
.
.
}鮮
集
の
ムv

人
が
^

♦
エQ: 

i
a
.
?:
朗
讀
す
芩
や
忽
ち
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
場
内
は
忽
ち
小
競
合

V
:

化
し
其
た
め 

锻
我
敷
名
の
死
傷
者̂

出
し
'た
b

l

'-v
へ

ご

^
^

:
呼
賣
人
法
は
政
.庥
泠
窮
餘
の
窮
策
^
し
セ
本
、.
.其
發
：布
は
餘
办
^,
晚
台
^
失
し
た
？
禍 ̂

te
に
擻
W
萬
.の
印
刷
物
が
普
及
5
れ
：て
無
智
者
を
騷
が
せ
革
命
家
の
感
情
を
刺
激
し
た
-0
人
權
協
脅
は
跺
暴
激
越
な 

る
_
演

に

侬

て

是

等

の

人

、
々

纪

籠

絡

し

：
て

協

會

忙

加

入

さ

ぜ

た

.
1§
^
^
^
^

普

1
,波

莨

名

の

班
&

算

ぷ
'る

は

到0
:た
：
。
：
加

入

者

：
の

大

部

分

は

地

友

^
存

し

：た

。
，
：
又

軍

隊

^

の

加

入

者.が

あ
.つ
'た
'。(3
6

'厂
.
：
：：.
'
'
:
:
:
丨

 

V 

-
- 

.
-
.
V

.、
政
麻
の
度
重
る
弾
滕
は
協
會
を
窮
地
化
追
詰
：る
事
^,
依
：て
、：'却
て
其
反
撥
カ
あ
强
め.
、
^

協
會
ば
其
焦
鍊
狂
熱
論
者̂

威
壓
せ
ら
れ
て
餘
儀
な
ぐ.近

:<
:
-
蹶

起

す
>へ

.̂
.
.決

心

をL
た
。]9
今

只

必

喪

な
も

の

は

ロ

身
 

で
，
あ

好

機

で

あ
.
.つ

た

：

果

然

其

好

餌

は

4

A
三
四
.年

：四

月̂
^
 

へ
ら
れ
た
。

: 

,
,
:'
;
、,
.て

ス
.七) 

ぐ

.
-
'
,
'
-
..■
 

•
 

,
 

.

.
■
.
■,
-
'

ー

賣

人

取

締

法

扠

依

：て

輿

和

黨

：馨

功

的

痛

棒

を

加

；
へ
撙
た
政
：府

ぱ

尙

：も

彈

應

の

'手

を

緩

め

ず

、

一
A

§

s

. 

月
^Ex' 

' 

#名

意

る

新

結.社

禁

1

法

を

發

布

し'て

裔
<
其

微

底

的

1

滅

を

期

し

た

。
.

『

久

し
含
以
前

ょ
办
或

i
l
i
.

攀
せ
6
れ
'
t

.«
:R
は
*

れ
ら
れ
u

1.

個
.
•
.
の
法
律
、V結
.败
禁
，止
法
は
遂
K
發
布
？
せ
れ
f2』

§

呼
賣
人
取
締
法
0
痛
傷 

^
-立
'直
_る
暇
.も
.ぁ
&'
ば
，：こ
.
4
^
»度

の

ょ

>

致

命

的

痛

擊

を

受

げ

'て

>

人

權

協

會.は
今
や
否
應
無
ぐ
、
.死
期
に
直
可

し
粑
げ
れ
WT
な
ら
な
f
な
'つ
た
々
.-
'
.
-
,

V
.

:
'

ノ 

.

■■

:>
;
.從
來
結
社
取
締
に
關
す
る
規
定̂
し
て
は
唯
、
第
一
帝
政
時
代
の
凜
制
主
義
の
手
に
依
て
王
政
復
古
時
代
迄
繼
承 

.せ
ち
れ
必
刑
法
中
か
め
有
名
な
る
第
ニ
百
九
十
：！；條
あ
る
の
み
で
あ
つ
た

0
同
條
は
單
k

r:
十

名

以

上

.
の

結

社

を

禁
 

'止

し

て.ゐ
；
る

。
：
唯

夫

れ

丈

'で

ぁ

る

'.
0
從
セ
此
規
定
は
實
際
上
の
事
件
妃
際
脅
し
て
は
幾
多
の
不
備
を
暴
露
し
て
殆
ん 

.き
&
文
^
等
.し
レ
o

此
W
實
ば
人
權
協
會
の
揚
合
を
考
察
す
れ
ば
極
め̂:
明
白
^
あ
'6
.。
：.人
權
協
き
は
、

其
%
故 

令
^
拘

ら

ず

、
ノ

依

然

ず

法

文

を

榍

に

其

合

法

的

：存

在

を

肇

張

し

ャ

.下

^
夺
^
:
'而

ら

ば

如

何

な

：
る

方

法

^
較

'つ

て

是 

鲞
主
張
#
る
か
B
vte
fc
述
べ
た
如
く
、'各
班
は
何
れ
も
一
一
十
名
を
限
度
す
し
て
、
そ
の
上
各
自
銘
々
の
班
名
を
持
つ 

て

：
ゐ

名

が

故

で

ぁ

^

。：：
然
る
に
是
等
の
班
が
相
互
：
^
關
連
6
、
沖
央
番
員
畲
の
指
揮;?
:
受
け
、'
;揮
然
？
單 

'一.
、
廣
大 

I

 '1

大
結
M:
を
結
成
せ
る
は
.紛
れ
も
'無
念
事
«

欠
は
無
い
，か
:'
'
;°而

飞
裁
判
官
は
事
實
土
に
於
い.
.
_
て
.是
を
感
知
し
て 

も
ダ

是
-?
:
彈
»
す
る
場
合
^
は
這
個
の
事
實
を
證
明
し
な-«
*
れ
议
な
ら
な
ヤ
o
茄
.し
;̂

Zれ
ユ
司
法
官
0
到
£
ょ
く 

爲

じ

能

社

^

名

所

で

あ

る

• 

°假
C
N
k班
員
を
逮
補
し
て
不
法
結
社
の
廉
を
以
て
彼
等
を
吿
發
す
る
ど
し
て
も
、
彼
等 

は

單

十

名

ょ
^
.成
る
結
社
の
今
員
に
過
ぎ
ざ
る
事:5
:
執
拗
祝
主
.張
?1
>
.^
>
;
:罪
を
逃
れ
ん
ゼ
す
.る
0
:
司
法
當
局
も 

彼
等
の
釋
明
を
諒
ざ
も;^
是
を
放
免
す
る
事̂

«
る
。
.
.結
社
員
は
，2
の
虛
R
.乘
じ
て
.益
3
跳
梁
跋
扈
を
_

^
す
る
o其 

眞
相
を
握
$

^
ら
法
文
0
:不
備
^
呑
舟
の
漁
-5
:
逸
す
る
の
遺
猶
事
を
惹
起
す̂
事
牧
擧
す
る
^
遑
あ
ら
ず
で
ぁ
る
。 

政
府
,̂
穿
結
社
银
定
-0
1>
務
.を
感
知
^
て
ゐ
^

の

：は

蓋

.し

火

を

賭

る

ょ

み

朋

か

で

--
^
る
。
^
ノ

-
* 

，
我,

：
-

汆

.ニ
十
■

o九
八
5
 

:パ
.ブ
.？

生
f

秘
密
結
.社 

第
六
啟 

ー
5

.



笫

ー

一

十

四

卷

(

九
：
八
ニ
>

バ

ブ

ゥ

フ

義

芎

秘

密

結

麻

.第
六
谶
ー
四
ニ

V
新

結

社

法

：は

刑

法

第

|

_
九
十
.せ
.條

の

規

定

を

加

重

：し

.た

も

歿

で

ぁ

る

：
？
如
ち
ー
ー

+
名
以
.上
の
結
社
を
禁
止
し
た 

一
一:苗
九
+

1
條

を

-'
5
1
擗̂
張
じ
て
4
士
名
以
下
'の
結
社
に
及
：ぼ
し

ち

新
法
は
定
期
不
定
期
の
區
別
な
ぐ_
止
し
农
。
：间
條
は
結
社
の'領
袖
の
み
を
處
罰
し
た
.が

新

法.^
斯
か
る
差
別
無
く 

.1

切
の
結
社
員
k

及
ぼ
す
事
^
し
た
0
,'
'
-
'
又
從
來
憲
章
の
精
神
批
從
つ
ー
て
，犯
難
は.陪
審
裁
判
.に
附
せ
ら
れ
た
も
の
を
新 

法
は
輕
罪
裁
判
所̂

移
ず
事
^
し
た
。

ゾ
.

：.
.パ

.'

.

:
へ

：
' 

'

，‘
此
法
律
は
總
f

政
S

の
人
々
及
總
S

名
#
 

t

.市
民
、.，即

為

民
S

半
數
s

i

 

迎
へ
ら
れ
た
。
ル
ィ.
•ブ
ラ
シ
は
新
法
を
評
し
て.謂
O'
て
f

『

政

府

が

要

求

せ

.
し

が

如

さ

結

社

禁

此

法

が

な

け

れ

ば
 

立
憲
的
塁
制
は
萬
事
休
し
たの
で
ぁ
っ
一
た
。
.こ
れ
囊
か
な
事
は
無
い：

』

ビ

o
以
.ズ
斯
法
に
對
す
る
政
麻
の
期
待
の 

程
^
略
t
想
見
ず
る
事
が
出
來'る
。

‘

.1

八
.三
四
.年
四
月
十
日
の
.新

結

社

法

は

共

和

主

義

；
^

對

す

る

決

定

的

宣

戰

布

吿

で

ぁ

ぅ

人

權

協

會

に

對

す

る

死

の
 

資
威
て
ぁ
っ
た
爾
來
共
和
主
義
者
は
最
皁
、
其
思.想
?:
.交

換

し

：
、
；
政

治

的

社

會

的

麗

を

論
！！

す

る

た

め

公

然

會
 

合
す
る
事
が
出
來
夺
く
？

た
。
革
命.黨
の
.定
見
2

.
總
ゆ
る
方
法
：に
依
る
：君
主
制
顚
覆.の
戰
f

.靈

無

し

^
其

舞
.臺
を
變
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
づ
た.
"rr
結
社
法
は
早
か
れ
.晚
か
れ
一
大
波
瀾
を
棬
含
起
さ
ね
ば
业1

か
？

た 

0
1
v
.
.
:
v
-
v
v 

こ

•
• 

....

.

札
法
律
の
起
草
^

參
與
し
た
政
府
委
員G

a
r
n
i
e
r
-
P
a
g

ルs 

3
へ

も一
八

三

四

年

三

月

二

十

日

斯

法

案

の

討

，議

k

際 

し

其

餘
6 
k

醣

烈

な

る

規

定.k
反

對
し

て
,.
'-

必
：ず
；
や

却

て

暴

動

.挑*

の

虞

れ

.あ 

、
今

總

哄

る

正

當

女

る

：法

律

の

；奴

隸

で

办

J
r糖

.ゆ

る

不
JH
な

る

法

律1

の

敏

の
满
嫌
1
巡
：し
次
い
：で.あ
ら
ぅ
>
:
:余
は
余
を
しV

神
k
、
人
道
R
:.
v
佛
蘭
西
に
嘴
か
し
{/

.る
所
の
人
權
を
認
め
な
い
。 

佘
は
余
0
良
心
の
命
妃
從
ふ
た
め'、：
諸
羿
の
法
律
^
服
從
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ：

』

| 

:

:
k
.
:
H
I
i
b
u
n
e
_
®

.1?

ffl
^
A
r
m
a
n
d
_
M
a
r
r
a
s
t

 

も

次
の
如
く
謂
P
.
V 
ゐ

る

、

:

.

『

國
象
が
元
‘首
自
身
の
.た
め
に
混
亂
^
陷
つ
^

時

.̂
、
各

市

民

は

其

個

性

の

權

利

を

囘

復

す

る
0

…

：

•

«

利

が

其
 

適

法

性

を

盜

取

せ

‘ら
る
、
時
に
ば
、
新

^
其
根
源
を
求
む
る
は
宜
し
く
實
カ
に
竣
た
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
广

』
41
:
^
。

• 'M
a
r
l

の
挑
發
的
ロ
物
はHH

b
u
n
e

誌
め
管
理
者
.ど
し
て
當
然
首
肯
出
來
る.が

、

併

し

乍

ら

該

法

起

.草

關

係

者
 

€

し
て
のG

a
r
l
p
a
g
r

の
反
抗
的
所
言
は
.是
を
革
命
s

k
阿
諛
せ
ん
た
め
の
所
好
の
言ビ
し

て
看
過
し
去
る
事 

從
出
來
衣S: 

o 

,
以
て
新
結
社
法
が
如.何
R
崚
嚴
诗
酷
で
あ
つ
た
か
の
片
鱗
を
窺
ふR
足
る
も
の
で
あ
るo 

:
;新
瀨
社
法
提
案
の
.贏
* #
は
る
：や
へ
人
*
協
會
は
.地

，
方

各

支

部

ヒ

對

し

て

，
、
ン

巴

里

は

旣

^
反

對
^
決

し

た

，
事

、

全

國 

:擧
て
蹶
起
す
べ
备
第
を
通
報
七
た:°
.
;:
'

..

新
法
發
.布
を
竣
た
ず
、■.
.逸
く
も
九
汽
巴
里
ぞ
魂
に
陰
課
の
ニ
太
策
源
地
リ
ヨ
：シ
先
づ
反
旗
を
飜
へ
し
た
。

.

 

同

，旧

リ

：
•
ヨ

ン

の

絹

布

織

工

は

へ

L
a
g
r
a
n
g
e
，
B
a
u
n

力.％
先
頭
^
立
て
マ
，，
セ
ィ
ユ
を
高
唱
し
乍
ら
市
中̂
殺
到
し
、

爾
來
.四
日
'*
^
3

シ
；市
は
流
血
の
恭W

化
し
た
。
，
結
局
勝
利
他
政
府
軍
隊
の
手k
歸
し
、
：
謀
徒
の
大
部
分
は
或
は 

虐
殺
せ
ら
れ
或
は
投
獄
せ
ら
れ
た
。

 

：

，ハ
y

.

ヨ
：ン
«
起
の

#
5:
得
て(

©
月
十
竺
日
巴
里
も
起0
お
:0
策
動
分
子
は
輩
^
人
權
協
會
所
聽
0-
共
和
黨
k
止
吱 

ら

ず
.

S
o
c
ietepour 

la 

d6fense 

de la p
r
s
e
,
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o
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Propagande, 
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n
d
r

0 >'
s
o
c
i
^
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 pour 
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^
O
C
I
B
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rlnstruction 
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et 
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d
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loge。
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四
四

m
a
^
n
l
s
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_Soci

承
へ
！

e
-
t
o
,
5

4

&

^

e

$

n

c

f

,

〕

a

s」

o

l

'-
s

*g
b
u
6
e
i

 ̂

1

而
バ
ソ
力
ァ
ド
蚤
以
セ
被
は

'

た
.。
十
四
日 

午
後
.

(

^

謂

;^
_

;¥
-'
1
0指
濟
げ
名
#

樣
が
渕
着
し
て
暴
動
は
漸
ズ
鎭
滕3
れ
た
。
'
反
徒
の
多
數
は
或
は
殺
魯
せ
ら

轰

'凝

議

■

!
 
r
v
:
:
:
:

-'
.
:
:
. 

,

W

 

ー

ョ

シ

巍

蓮

せ

趙

濯

^

^

f

a

^

E

t
- s
n

e

, 一
 

A
r
b
o
i
s
,

 

^

1

.

,

 

D

^

B

O

^

 

. 

0

.

1

^

.

 M
e

F

L

 
嘬

•

，N
a

 
邊
 
_

n

,ベ
の
' #
市
着
暴
動
が
續
發
し
た
。

'.
.
.へ
.
• 

.

'-.
-
1

 
.、
'
.
 

;

:
"
: 

'

'

:

焱

俯

：
銮

等

；の

暴

動

ボ

雜

竟

”
巴
里
1
漉

墙

會

灌

證

啦

，
る

_

建

統

^̂

%

、
：
施

火?:
嬸
べ
姻
通
纖
剩
所
の
泌
判̂

附
し
た
ゾ
事
件
め
範
圆
が
廣
汎
に
亘
つ
て
ゐ
る
た
め
、
審
理
は
殆
ん
ざ
十

1
#

建

.摩̂

一
 

邊

筆

笨

月

_

叛
.響

：S

ズ
巴
*

裁
_

所
は
被
？

i

s

訴
し
た
。
I

特
筆
す

$

教
此
公
判
也
.際
し
，5

_

の
_

主
.賺

が

通

カ

ー

致

し

て
1

ロ
の
|
|着

當

.つ
S

で

ぁ

.
^
:
其

主

な

る

人

 

?

擧
ぐ
れ
ば
、

巴

里

補

が
:-
:
&ほ

^

|

,
 

^
o
o
o
$
^
p 

- f

 

r

a

?
 

R
^
s
, 

. = p
i
e
r
r
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^
r
o
u
x
,
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e
r
-
d
>
r
g
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s
s
9
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, 

B
e
r
n
a
r
d
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A
u
g
u
s
t
e
o
o
m
t
e
,

 

L
a
p
o
n
n
e
l
e

 
マ

地
方
侧
か
ら
は

T
h
l
t
,

 

D
e
l
,

 

M
k

多

 ̂

等
で
ぁ
つ

た
：： .：

■

等

篇

量

典

め

、i

者

馨

攻

的

問

題

、
：. *
者
は
集
»
的
問
.題
、
或
者
は
®
學
の
問
題
又
或
者
は
政
治
上 

の
拥
f

、5

發

,

々
.分

檐

を

，定

衿

て

.辯

_

の

衝
k

當

芸

。i(4
2
)#f 

侗

纖

め

，
_

^

看

傲

ザ

事

が

出
^
る
::
°

.
'
::

」

 

.

、
納

決

，彳
^

^
士

，ニ
''
.
0相
^

及

'«
傭

*

^

此

對

ル 

I

«{c
. c

a

.l.
g
n
a
c
，
.Gq

fn
a
rd
,
. 

M
a
r
r
a
s
t
,

 

d
e

 o
u
d
r
e
,

 

K
e
r
s
a
i

ダ

i
i
^
^
i

B
e
n
y
e
s
s
t
l
,

 

T
h
o
m
a
s
,

 

L
e

f

 

v

f
 

rte, 

D
e
l
l
,

 

B
e
a
l
l
,

 

B

a

i
 

f

 

l
§
. 

A
l
e
,

 

M

l

Albert, H
u
g
o

 

は
流
开
k 

L
a
g
i
g
e
,

 B
e
r
n
a
r
d

 

は

譲

ニ

十

年

に

、ca
i
i
d
i

貧
 L

a
n
d
o
l
p
h
e
,

 M
a
t
h
y

 Stiller 

纪

|

1
は
十
年
の
禁
錮
を
言
渡3
れ
た
。
 

へ

審
理
中
被
I

 

I

I

.

.

の

牢

獄

接
®

せ
ら
れ
た
が
其
間
、
總
ゆ
る
特
權
が
被8

装

へ

.ら
れ
た
。
彼 

等
は
•妻
子
、
親
、
友
人
等
ど
自
由S

接
す
る
事
が
出
來
、
濕
つS

の
代
々
S

派
な
寢
臺
k
臥
す
事
が
出
來
た
。 

又
終S

、

訪

問

者

昼

肴

を

樂
■し
む
事
す
ら
許
さ
れ
た
。
率
獄
ば
殆
ん

V」

ホ
テ
ル
た
る
0

§

へ
あ
つ
た
。
.

被
^
餘

多

數

な

6
し
た
め
別
居
す
る
事
が
出
來
ず
殆
ん
ざ
同
居
の

有

樣

で

あ

つ

た

。

相

互

面̂

接

し

談
合
す 

る
事
が
出
來
た
。
話
題
の
中
心
ば
其
蒙
す
る
共
和
囊
で
あ
つ
た
。
牢
獄
の
靜
寂
は
彼
等
の
內

f

促
し
、
a
想 

的
淸
I

敬
機
つ
け
た
。
パ

.フ

ゥ

フ

唐

に

通

曉

す

る

一

一

ロ

ー

の

同

ー

囚

.摄

-て

彼

：
の

想

が

己

に

共

和

主

義

S

疑
を

抱
け
る
他
の
被
告
の
麗
に
植
付
け
ら
れ.た
。.
共

和

主

着
.
£

て
.入
獄
し
S

が
パ
ブ
ゥ
7
主
義
者
ど
し
て
S

し
た
。§ 

. 

I

U

いD

•
フ
ォ
ン
•

"，
タ
ィ
ン
の
所
論
の
如
く
チ
ン.
ベ
ラ
ジ
ィ
の
I

I

.て
共
和
主
義
か
ら
共
產 

け

義
ベ
一
の
8

一:
響

す

れ
5

ブ
ゥ
フ
主
義
復
興
の
温
床
で
あ|

說
く
の
は
I

 

I

s
す

る

暴

へ

るo 

人
I

會
の
領
袖
が
•風
k 

ブ
ク
フ
主
義
.の
洗
？

受
け
、.
所
屬
の
班
中
明
I

之
：
£

依

せ

し

も

の

の

存

在

せ

し.

ほ

ほ

f

所
で
あ
る
。併
し
r

r
ベ
ラ
l

.

v

?

 

i

i
量

I

宵

は
勿
論
.否
定
ず
る
事
ば
出
來
な
い” 

四
月
事
件
は
人
權
協#'
'
?:
壊
滅
^
せ
，.て
し
ま
0
た
。
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密
結
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第

、六

離

一

四

六
.

.

d

s

s

M

M

i

L

い
も
の
は
結
衰
の
運
動
方
法
に
對
し
て
劃
期
的
變
化
を
與
へ
た
事
で
あ
つ
た
。

.
人
權
協
會
は
元
ビ

公
然
S
浏
立
せ
ら
れ
、•：,又
殆
ん
ざ
常
R

公
然
？
© :
動
し
來
つ
た
i

2)
:で
あ
；る
。
0

ょ
6
共
行
動
；

.
の
.•大
部
分
は
陰
謀
め
性
質
を
帶
び又
碍

解

敗
を
命
ぜ
ら
れ
/2
け
れ
1
^
も
す
法
律
比
其
亂
織.の
，
表

商

合

法
な
る
を
a

由
、
 

f
し
‘て
其
存
在
に
別
段
の
抑®
的
千
涉
を
試
务
事
は*-
9
で
あ
る
^

.從
て
へ
嚴
密_1II.

へ
ば
：

1

八
一1

一
四
牟
新
法 

發
布
め
到
る
迄
は
決
し
て
嚴
密
な
意•哝
^
於
い
て
.秘
密
結
社
ど
稱
す
る
事
は
出
來
無
か
つ
だ.0
V
. 

•

然
る
に
一
八
三
四
^
.以
後
事
情
はj

變
し
た
。
陰
謀
者
は
餘
儀
無
く
純
粹
の
秘
密
結
社?:
結
成
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
つ
た
。
斯
、
る
變
化
は
人
樾
協
會
の
後
に
發
生
し
た

rf
'
結
社
に
徵
す
れ
ば
其
消I
極
め
て
M-
:
か
で
あ
る
。
知
名
；
 

の
領
袖
、
;陰
課
の
指
針
た
る
新
聞
，
班
員
用
册
子
、'
嗤
燥
な
る
宣
傳
;

餘
餘
考
加
^
歌
可
ク
：是
等
の
事
が
總
て
秘
密 

S
な
ぅ
广
嚴
格
ど
な
ヶ
用
意
周
到
を
も
つ
て
被
；

^
.れ
夺
に
.到
0;
た
^

|

へ

■ 

:
..

次
^

0
乃
事
件
後
の
特
記
す
ベ̂V

現
象
ビ
K〕
.て
又
^;
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、ゥ
.フ
秦
雜
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昆
覺

.

.し

き.

進
出
わ
擧
げ
な
.
け

れ

ば

な

ら

な

い

o 

-

バ
ズ
ゥ
ス
主
義
が
表
而
；ょ
ヶ
裏
而
べ
、4

隅
ょ
办
全
般
に
其
間
隙
を
縫
ふ
て
漸
次
ろ
人
權
飯
會
を
透
澗
し
つ
、
あ 

つ
た
事
ば
61
*

^
孤
々
述
べ
た
.通
6
で
あ
5:
が
フ
.未
だ
尙
、« -
和
派
0

’底
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か
屯
乎
^
じ
て
侮
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^
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い
も
の
が
が
つ
た
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然
る
は
四
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事
件
は
穩
和
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凋
落
を
早
私
ら
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鑕
く
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輝
ゆ
對
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暴
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暴
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滔
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